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未来を変える韓民族､
今からが始まりである
韓民族選民大叙事詩と選民の使命

人類歴史は、それ自体が叙事です。歴史は常に、新しい未来を夢見て、その目的と方向に向かって滔々（とうとう）と流れています。2024年、大韓民国は、対話を断絶して対立を深めている北朝鮮の脅威にさらされ、韓半島を取り巻く軍事的緊張が最高潮に達しています。内外の国家的危機の中で、大韓民国のビジョンと韓半島の平和のための道を見つけられずにいる状況です。パンデミック以降、物価の上昇と雇用不足などの経済的困難が深刻化し、医療改革をめぐる激しい葛藤、気候環境の危機などに対する明確な解決の道が見えていません。このような危機を解決できる希望はどこにあるのでしょうか。特定の政党や特定の団体の利害関係を超えて、真の韓民族の未来と平和を実現するための新しい道を探すべき時です。
韓民族は昔から、危機的な状況の中で天を仰ぎ、知恵を求めてきました。民族、宗教ごとに、天にいらっしゃる創造主の呼称は違いますが、その本質は同じです。創造主は「ヤハウェ」、「アッラー」、「上帝」など、様々な名前で呼ばれてきましたが、韓民族はその方を「天（하늘）」、「ハヌルニム（한울님）」、「ハヌニム（하느님）」、「ハナニム（하나님）」と呼んできました。創造主、唯一神、神様は、天の摂理が完成し、人類歴史が完成する時（時代圏）を迎え、新たに、「天の父母様」として顕現されるようになりました。韓民族は天孫の子孫として、神聖なる運命を背負い、天とつながって生きてきました。それゆえ、常に、天の父母様が新しい道を開いてくださると信じ、頼ってきたのです。韓民族の大叙事詩には、天が賦与した民族的使命と、これを成し遂げるための偉大な旅程が収められています。
創造主・天の父母様は、太初に、夢を持っていらっしゃいました。御自身のかたちに似せた独り子、独り娘を創造し、「生めよ、ふえよ、万物を主管せよ」という祝福を下さいました。この祝福を通して、天の父母様を中心とする人類大家族をつくろうとされたのです。しかし、人間始祖の堕落により、天の父母様の摂理はイスラエル民族とキリスト教を中心として続いてくることになりました。独り子・イエス様が来られた後、天の父母様の夢と人類の願いは、独り娘の顕現を通して完成します。韓民族選民大叙事詩は、天の父母様を中心とする韓民族のアイデンティティとそのルーツを振り返りながら、天のみ意を受け、世界に希望と平和をもたらすために送られた独り娘に侍り、新しい平和の世紀を開くことのできる希望とビジョンの歌です。
韓民族選民大叙事詩は、偉大な韓民族の物語を、全部で十三の大テーマと六十三の小テーマに分けて説明しています。韓民族選民大叙事詩は、韓民族を形成してきた先祖の生き様と精神を通して、韓民族が単なる歴史の一ページを飾る存在ではなく、天の摂理を実現する選民としての役割を与えられている存在であることを思い出させてくれます。韓民族が天の父母様の保護と導きのもと、苦難と逆境を乗り越えて、平和と正義、愛に向かう道を歩んできており、その過程で、天が用意した召命を受け、人類を救済し、統一世界へと導いていく民族として成長してきたことを悟らせてくれます。特に、韓民族選民大叙事詩は、天が韓民族を通して準備された母なる神、実体の独り娘の降臨のための歴史的な経緯を通して、韓民族が歩んできた道を明らかにし、これから我々が進むべき方向を提示します。これにより、韓民族が国家と民族を超え、人類全体の平和のためにどのような役割を担うべきか、悟ることができるでしょう。
韓民族選民大叙事詩は、「韓民族」が人類史的に、アルパとオメガとしての天の父母様から出発し、天の父母様に地上で侍りながら生きる民族であることを宣布します。韓民族は古代から、天の父母様と深い信仰的なつながりを維持してきました。天孫思想に基づいた祭天儀式と信仰の伝統は、韓民族を、天の父母様が選ばれた特別な民族としてつくり上げてきました。このように、韓民族は創造主である天の父母様が選ばれた民族として韓半島に定着し、韓氏王朝と共に独特な文化と宗教的伝統を形成しました。この過程で形成された宗教的伝統と信仰は、韓民族固有の神話と祭儀を通して今日まで伝わってきており、民族的アイデンティティを形成する基礎となりました。韓民族選民大叙事詩は、韓民族が天の父母様によって選ばれた民族であることを強調し、天の父母様の計画の中にある民族として、その民族的な誇りとアイデンティティを強化すると同時に、天の父母様の選民としての使命を新たに自覚させ、世界を平和に導いていく民族であることを明らかにします。そうして、韓民族のルーツが天にあることを示す天孫思想を中心に、民族的アイデンティティを確立し、国家的自負心を高めます。また、韓民族の天孫思想に基づいた宗教的遺産は、韓民族が天の父母様のみ意を実現する媒介体として、全世界に天の父母様を中心とする愛と平和の精神と文化を広めることができる理由ともなります。 このように、韓民族選民大叙事詩は、韓民族が自分たちのルーツと伝統を深く理解し、現代社会の中で誇りを感じ、より良い未来に向かって進むことができるように支援する重要な役割を果たします。さらに、大韓民国憲法に明記された「恒久的な世界平和と人類共栄に貢献すること」を創造的に具現化できるアイデンティティと動機を提供します。
韓民族選民大叙事詩は、天の父母様のみ旨が実現される新しい世界を待つ待望思想を通して、未来に対するビジョンを提示します。これは、単に過去の信仰的な期待として終わるのではなく、今日、先進国の仲間入りを果たした大韓民国の進むべき未来の方向性を提示する役割を果たします。特に、古代から受け継がれてきた天孫思想の土台の上で、男性中心の神概念を引き上げて、女性なる神様の根本真理である生命創造、包容、配慮、調和、統合、統一を具現できる、母なる神様の実体として顕現する独り娘の誕生と降臨のための民族的、宗教的、社会的な歴史を明らかにします。これを通して、韓民族選民大叙事詩は現在、世界と大韓民国が直面している不平等、反平和、急速な人口減少（韓国）、家庭崩壊、男女対立、世代対立の根本的な解決策として母なる神の愛を提示し、「太平母（テピョンモ）」を象徴するアジア・太平洋文明を韓半島に連結して、現代を生きる国民に新しい希望をもたらすとともに、大韓民国の未来ビジョンを提示します。また、これにより国民に「天の父母様を中心とする人類一家族」のビジョンを通した宗教的、精神的な安定と社会問題の解決をもたらし、より良い生活を追求するために必要な動力を提供します。
韓民族選民大叙事詩は、天の父母様に侍る信仰的伝統を強調し、これを通して国民に道徳的基準と倫理的価値を提供します。古代韓国の信仰は、天の父母様に対する恭敬と崇拝を中心に形成され、韓民族の生活の中に深く根付いています。このような信仰的伝統は、単純な宗教的行為にとどまらず、韓民族の倫理的・道徳的基準を形成する上で重要な役割を果たしてきました。特に、天の父母様に侍る孝の文化は、今日においても重要な倫理的価値として定着しています。韓民族は天の父母様に対する忠誠と孝行に基づいた道徳的な生活を強調しており、このような価値観は現代社会でも依然として有効な基準として機能しています。したがって、韓民族選民大叙事詩は、神様を父母として侍る価値観を通して、国民が道徳的基準を再び確立し、倫理的価値に基づいた健やかな社会を形成することに寄与することができます。これは個人の生活だけでなく、個人主義化した現代社会において共に生きる「共同体」の理念の方向に向かうための、肯定的な影響を及ぼすでしょう。
韓民族選民大叙事詩は、韓民族が外国からの侵略の中でも自主性と公義に基づいた民族的アイデンティティを守ってきた歴史を強調し、これを通して国民を一つにする民族的団結を目指します。韓民族は古代から平和を愛する白衣民族として、外部の脅威にもかかわらず、民族的アイデンティティを守ってきました。このような歴史的な経験は、今日においても韓民族が団結し、協力するための重要な教訓を提供しています。特に、外国勢力による侵略と苦難、戦争と対立の中でも、天の父母様が立てた選民としての役割を守るために、韓民族は共同体意識を中心に、全人類が支持して発展してきた公義精神に基づく民族的アイデンティティを維持してきました。このような歴史は、現代の韓国社会において国民が共同の目標のために団結し、協力する基盤を提供します。今日の韓国社会は様々な社会的、政治的葛藤の中にありますが、韓民族選民大叙事詩を通して民族的アイデンティティと共同体意識を強化することで、国民を一つに束ねることのできる動機を提供します。
韓民族選民大叙事詩は、大韓民国の独特な歴史的、文化的、宗教的伝統を国際社会に広く知らせる上で、重要な役割を果たすことができます。韓民族が天の父母様によって選ばれた選民としての役割を強調するこの大叙事詩は、大韓民国の国際的な立場を高め、グローバルリーダーシップを確立することに寄与します。特に、韓国固有の歴史的遺産と文化的伝統は、国際社会において大韓民国を単なる経済大国ではなく、独創的な文化を持つ平和を愛する民族として認識させる上で、重要な役割を果たします。これは韓国の外交的立場と国際的な地位を高める上でも、肯定的な影響を及ぼします。韓民族選民大叙事詩は、現在世界的に広がっているK-POP、コリアン・フード、韓流ドラマなどの韓流を超え、韓民族の偉大な精神的遺産であるコリアン・スピリットとその歴史的使命および価値を国際社会に広く知らせ、大韓民国がグローバルリーダーとしての役割を遂行できるように支える重要な要素となるでしょう。
韓民族選民大叙事詩は、南北分断の痛みを経験している韓民族が、平和的統一を成し遂げ、これを基盤にして世界平和に寄与し、人類歴史に大きな転換点を提供することを宣言します。韓民族は歴史的に確立された平和的な特性と霊的な指導力を基に、全世界に平和を広めなければなりません。これを通して、韓民族は単なる自分たちの福利増進のためではなく、世界平和の中心に立たなければならないことを強調します。天の父母様を中心とする、統一された韓半島は世界平和の象徴として位置づけられ、これによって韓民族は全世界に平和のビジョンを提示することができるでしょう。天の父母様が韓民族を通して成し遂げようとされる世界平和の計画は、南北統一をその基礎とします。統一された韓半島は世界平和の中心地として、様々な文化と民族間の葛藤を解決するモデルを提供します。これは韓民族が天の父母様から与えられた重要な使命であり、彼らが選民として世界を平和に導くことのできる核心的な役割を果たすことになります。
韓民族選民大叙事詩は、韓民族が天の父母様から特別に選ばれた選民であることを自覚し、過去の話ではなく、韓民族のアイデンティティを新たに明らかにすることによって現在と未来を結ぶ媒介体となります。そうして、選民の役割と使命を実践することで、韓民族に天運が共にあり、祝福された国となるように導くでしょう。天の父母様の偉大なる祝福として、第一に、韓民族が平和と調和の価値を実現していくことで、恒久的な平和体制を構築する中心となり、国際社会における韓民族の立場と役割が高まるでしょう。第二に、選民としての自覚と使命の実践を通して天の父母様のみ旨を受け継いでいくとき、韓民族は人類に対する深い理解と愛を基に、霊的な指導力を世界的に発揮するようになるでしょう。第三に、韓民族の独創的な文化と芸術、科学技術をさらに発展させ、韓民族が世界の文化に貢献できる機会を拡大し、人類の発展に寄与するでしょう。第四に、平和で道徳的な社会を率いていく中で、韓民族は世界的な連帯と公義を実現する重要な役割を担うでしょう。第五に、神統一韓国の奇跡を生み出すでしょう。平和と調和を愛する民族的特性を基に、世界を平和に導く先導的な役割を担うとき、平和的な南北統一が始まり、韓半島が平和と調和を象徴する国家として生まれ変わって、世界平和の中心地となり、人類の願いである神統一世界を具現するでしょう。
韓民族選民大叙事詩は、韓民族の歴史が、天が直接保護し、治める民族の典型を歴史的に現実化したものであることを明らかにし、人類の持続可能な発展と幸福の解法を見いだすことのできる見本として、人類に大きなインスピレーションを与えます。数々の危機の中で培われた韓民族の存続と発展、文化的ビジョンは、天の教えと超宗教・超国家・超民族・超人種的思想、家庭の重要性、人類愛に基づいた平和主義思想に同意するすべての人々に、共に参加し、連帯することを呼びかけていることを強調します。天孫民族である韓民族は、天の父母様のもとで人類一家族の価値を実現する出発点として全人類に記録されているという事実を宣言します。
このように韓民族選民大叙事詩は、韓民族のすべての国民に民族的な誇りとアイデンティティ、道徳的価値、未来のビジョンを与え、国際的立場を高めて、神統一韓国と神統一世界に至るまでの様々な面で、重要な意味を持っています。これは韓民族の単なる歴史的記録ではなく、今日の大韓民国の国民が直面している挑戦の中で、天が選んだ選民としての使命を自覚し、その役割を果たすことができる叙事としての価値を有しているのです。したがって韓民族選民大叙事詩は、大韓民国の国民に国家的自負心とビジョンを提供する重要な資産として、すべての国民が理解し、受け入れるべき天の偉大なる祝福です。天の父母様から選ばれた韓民族！　天の父母様を中心として、未来を変える韓民族！　今、「韓民族選民大叙事詩」から、始めなければなりません。
天の父母様が
準備した韓民族

１－１　天の父母様の天地創造とアダム・エバ
天の父母様は一日目から六日目まで、光、空、地と海と植物、太陽と月、動物、そして人間を創造された（創世記1・1～27）。天の父母様は、御自身のかたちに似た子女としてアダムとエバを創造し、平和な世界を築いて暮らすことを願われた。しかし、人間始祖アダムとエバは、このような天の父母様のみ旨が分からずに堕落してサタンの子女となり、エデンの園から追放されてしまった。天の父母様は、堕落した人間を愛し、救うための復帰摂理歴史を展開してきた。
１－２　アダムとエバの子孫のうち、東に向かったセム族
アダムとエバの子孫のうち、ノアの息子であるセム（Shem）は、セム族の先祖となった。聖書によると、ノアの箱舟の出来事の後、彼の三人の息子であるセム、ハム、ヤペテの子孫が、世界各地に散らばっていった。そして、すべての文明のルーツとなるシュメール文明を統合したセム族とセムの子孫の一部は西に移動し、一部は東に移動し続けて、アジアで文化と宗教を形成して暮らしたという。天の父母様は人類の救済と神様の創造理想を実現するために、セムの子孫のうち、西側ではユダヤ民族、東側では韓民族を選民として選ばれたのである。
１－３　韓民族の始原となる東夷族と韓氏王朝の形成
セム族の子孫のうち、東アジアに移動した一つの部族は、バイカル地域を通り、北満州を経て韓半島に定住して、韓民族となった。そして、北満州に定住した彼らは東夷族として「韓」氏王朝を形成し、古朝鮮へと続く中で、現在の韓半島内の韓民族と大韓民国の始原となった。セム族から出発した彼らの文化と信仰は、様々な地域を経ながら韓半島に独特な宗教的伝統と祭儀を形成し、韓半島の古代神話と伝説、祭儀の儀式として残るようになった。このように、天の父母様は韓民族と大韓民国の始原となる韓氏王朝を通して、韓半島の韓民族から独り娘、すなわち太初から準備されていた宇宙の母が誕生できる基台を造成された。
１－４　天の父母様に侍る祭天儀式と制度
韓民族は天の父母様に対して祭祀を行う民族として、天を崇拝し、平和を愛し、歌舞を楽しむ文化を形成した。特に、天の父母様（天）に豊作と安寧を祈願する祭天儀式を行ってきたが、天孫という意識を持って開国した古朝鮮から始まって、豊作と雨を祈願する中で、扶餘（プヨ）の迎鼓（ヨンゴ）、高句麗（コグリョ）の東盟（ドンメン）、新羅（シルラ）の嘉俳（カベ）などの祭天儀式を行ってきた。彼らは主に、一年の農作業の収穫に感謝する意味を込めて天の父母様に感謝の祭祀を行い、家族や部族が共に集まって祝祭を楽しんだ。
古代王朝では、国家レベルで天に祭祀を行う中で、天から降りてきた天子が民を治めるという神話的な信仰を持っていた。韓半島の古代王朝では王宮に、天に侍る神女を置き、天の啓示を聞いて神のみ意を解釈し、確認した。彼らの予言や神託を基にして、重要な政治的決定を下されたのである。また、農耕の季節や戦争を前後して行われる神女の祭祀が、重要な社会的行事としての地位を占めるようになった。このように、韓半島内の古代王朝では神女制度を体系的に運営し、政治と社会的に「天」に侍る文化を国家的レベルから形成してきた。
１－５　天の父母様が準備した民族
韓民族は、自分たちを天の父母様（天）が準備した民族として認識し、天孫思想を持つようになった。天孫思想とは、韓国の建国神話において天の子孫がこの地に降りてきて国を建てるという内容で、天を敬いながら行動を慎み、和やかな家庭と平和な社会をつくろうとした。韓民族が天の祝福を受けた特別な民族であるという思想は、民族的な誇りとなった。また韓民族は天の継承者として、天のみ意に従う生き方を重視する民族性を形成した。
１－６　清州韓氏
韓国の様々な姓氏の中でも、清州韓氏（チョンヂュハンシ）と南平文氏（ナムピョンムンシ）は、天の父母様が準備した家系である。清州韓氏の始祖は天から降りてきた神聖な存在で、韓半島の清州地域に定着して家門を築いたと言われている。このような神話は、それぞれの姓氏が天の父母様と特別な縁を持っており、天の父母様の子女（天の子孫）であるという歴史的アイデンティティを強化してきた。
１－７　清州韓氏に関する紀元前の記録と建国
清州韓氏の始祖である韓蘭（ハンラン）は、神聖な力を持った天孫であったが、天の命を受けて地上に降り、人間の世界を救って治める任務を与えられたといわれる。韓蘭は特に、混乱と不義を正すため、天の父母様の命を受けて人間の世界に降りてきて人々を助け、秩序を正した。その後、韓蘭は清州地域の美しさと人々の温かい心に感動して定着し、家門を築いた。その後、清州韓氏は天孫としての歴史的アイデンティティを持ち、子孫に誇りを持たせてきた。
天の父母様に侍る
信仰の根

２－１　檀君神話と弘益人間
古代韓国の信仰は、天の父母様（天）に侍り、敬ってきた様々な神話と祭儀に満ちている。このような信仰は、韓民族の生活と文化、歴史に深く根付いている。特に、韓民族の建国神話である檀君神話には、古朝鮮の始祖である檀君王儉（タングンワンゴム）の起源が天にあることを明らかにする天孫思想が含まれている。天の父母様は、「韓（한、ハン）」、「汗（한、ハン）」、「桓（환、ファン）」などで、韓民族の起源神話、古朝鮮の建国神話の中に表現されている。大韓民国の国号と韓氏の姓の起源も、それと関連している。
宇宙と天地万物を主宰される、この上なく偉大な唯一の天神（ハンニム［한님］、ハナルニム［하날님］、ハヌルニム［한울님］）である桓因（ファニン）の息子、桓雄（ファヌン）は、人間の世界を治めるために天から降りてきたといわれる。桓雄は桓因から三つの天符印を受け取り、三千人の群れを率いて満州平原と韓半島を結ぶ太白山（テベクサン、現在の白頭山）の神檀樹（シンダンス）の下に神市（シンシ）を建てた。桓雄は風伯（プンベク）、雨師（ウサ）、雲師（ウンサ）を従えて人々に農業、医学、法律などを教え、「弘益人間（ホンイクインガン）」の理念を実践した。これは「広く人間に利するようにせよ」という普遍的メッセージであり、全人類が望む天の父母様のみ旨である。これが古朝鮮の建国理念となり、韓民族の精神的指標となった。
ある日、熊と虎が人間になりたいといって桓雄を訪れたといわれる。桓雄は、神霊の力が宿ったヨモギ一束とニンニク二十個を与え、「これを食べて百日間、陽の光を浴びなければ、人間になるだろう」と言った。その後、熊は女性の体となり、しばしの間、人間となった桓雄と結婚して、檀君王儉を生んだ。
檀君は韓民族の始祖として、「弘益人間」だけでなく、世の中を道理によって教化するという「在世理化（ヂェセイファ）」、「道（ド）」によって世を治めるという「以道與治（イドヨチ）」、明るい光で世を治めるという「光明理世（クァンミョンイセ）」の理念を唱えた。檀君はこのような平和理念を中心として古朝鮮を治め、天の父母様に侍り、そのみ意に従って生きながら、全人類が願う普遍的平和を創造する韓民族ビジョンの象徴となった。
「私たち人間は一人の人間であり、私たちの国は一つの国であり、私たちの文化は一つの文化である」(咸錫憲〈ハム・ソッコン〉)と言えるのは、私たちの文化の骨格、土台に天の父母様への信仰があったことを意味する。済州島（チェヂュド）の巫俗（ふぞく）では、「天地王」と呼ばれていたのが、後に儒教、仏教、道教が入ってきて「帝」、「上帝」、「帝釈（たいしゃく）」と呼ばれるようになったが、神様（天の父母様）に対する信仰は、韓民族の心性と歴史の中に何千年もの間、根付いてきた。そうして、他のために生きる善良な心根と、国のために生きる勇気によって、平和と共存を愛する国と文化を築いてきたのである。
特に韓民族は、天孫思想に基づいて同じ根を持つため、皆の心がつながっているという信仰を持つようになった。そのような同じ心の根っこを「一つの心（한마음、ハンマウム）」といい、その心の根は「一つ（하나、ハナ）」、すなわち「神様の心（하나님의 마음、ハナニメマウム）」であるとした。韓国人の情緒に刻まれているこのような「一つの心」は、「一つになること」、「有機体的意識」、さらには「共同体意識」へと発展するようになった。神様の心と連結された「一つの心」に基づき、平和と共存の思想と文化を愛する民族性は、天の父母様が韓半島に、天のみ意と一致する人物を送ることのできる文化を形成してきた。
２－２　麻姑（マゴ）神話とバリ姫神話
韓民族の神話の中には、麻姑（マゴ）神話やバリ姫神話などの女性神話もある。麻姑とは、「マゴハルミ」とも呼ばれる女神で、女性の創造的な力と神聖さで天地を創造し、自分の力を巫女（みこ）に降ろして昇天したという。済州島では、麻姑神話と類似したソルムンデ・ハルマン（설문대할망）神話が伝わっている。この神話において「ハルモニ（おばあさん）」は、大きいという意味を持つ韓国語の「ハン（한）」と、生命の根源を意味する「オモニ（母）」を合わせて作った言葉で、宇宙と生命の起源に天の母がいたことを描いている。
また、バリ姫は王の七番目の王女として生まれたが、捨てられ、ある老夫婦の娘として育った。ある日、王と王妃が死の病にかかり、あの世の生命水を飲めば治ると言われた。六人の王女たちはみな、あの世に行くことを拒否するが、バリ姫は自分を捨てた父母を救うためにあの世に行き、生命水を手に入れて父母を救う。その後、バリ姫は天のみ意と地上の人々をつなぐ巫女の先祖になったというのである。
このような女性神話において、女性神は自然と人間とを一つにし、生命の根源にある神的な存在として、生命の誕生を司り、新しい生命を与え、生老病死に苦しむ人間の恨を解く巫女（女性シャーマン）に続いていくという特徴がある。そして、韓民族は男性中心の神話と言える檀君神話だけでなく、マゴハルミやバリ姫などの女性神話を通して、檀君神話を中心とする父なる神とともに、女性神話を中心とする母なる神を同時に表し、神が父母としての立場を備えることのできる基台を造成してきた。
２－３　天祭文化と井華水
古代文化は、宗教的な祭儀を中心に花開いたので、韓民族の文化は天の父母様に祭祀を行う儀式を中心とする天祭文化であったといえる。天の父母様に対する祭祀は、人々を天と通じ合わせるだけでなく、古代社会において村や国単位で韓民族を結束させ、維持する重要な役割を果たした。韓民族の古代歴史の中で、古朝鮮だけでなく、扶餘、高句麗、駕洛（カラク）、新羅などの上古代王国の始祖王たちは、天から降臨した天孫であるとともに地上の国の王として天祭壇を築き、新穀と家畜の初子の供え物、太鼓や笛などを用いた歌舞により、天に対する祭祀を主管した。
また、井華水（チョンファス）を捧げる儀式も、古代から家庭内で女性が中心となって、天への畏敬と感謝を表すとともに、浄化の意味を込めて行われていた。井華水とは、清らかな井戸水のことで、これを汲み上げて天に捧げ、祈る儀式は、天の神聖さをたたえ、人間の願いを伝える重要な祭儀であった。
このような儀式は、韓民族が自分たちを天孫民族、すなわち天の子孫であると信じており、天のみ意を村や国で、生活を通して実現しようとしたことを示している。したがって、収穫した新穀や初物の供え物と芸術的な身振りで天に祭祀を捧げ、夜が明けてから最初の儀式で天に挨拶をし、天の父母様に侍って暮らす伝統を持ったのである。このような思想は、檀君神話をはじめ多くの神話、祭祀文化によく表れており、韓民族が天と特別な関係を結んでいるという信仰を形成してきた。
２－４　天文学に明るい韓民族と瞻星台
韓民族は自らの根源である天への関心が高く、天文学に通じていた。新羅時代に建てられた瞻星台（チョムソンデ）は、このような韓民族の特徴をよく表している。瞻星台とは、空の星と惑星を観測するために造られたもので、当時の韓国の科学的発展と天文学的関心を示す重要な遺産である。それだけでなく、瞻星台は天を崇拝し、天のみ意を知ろうとした宗教的儀式の場所であったと考えられている。瞻星台には天を崇拝し、天の動きを観察しようとする信仰的熱望が反映されているのである。これは、天の父母様（天）に侍って暮らしながら、天の父母様に捧げる祭祀に関連する天文学的知識を蓄えるための努力でもあった。すなわち、天と人間と地（自然）を、宇宙を構成する三つの原理である「天地人」三才（さんさい）と考え、天のみ意と自然の理を把握し、それに順応する道徳的な理想を追求することで、韓民族の輝かしい文化を形成したのである。
天の父母様の国を
待ち望んできた民族

韓民族の歴史には、様々な宗教と思想において、天の父母様の夢であり、人類が普遍的に願ってきた平和な新しい世界を待ち望む情熱が顕著に表れている。特に、新しい世界を開いてくれる天の代身者が来るであろうという待望思想が、民族的傾向として表れている。
３－１　仏教の浄土思想と弥勒仏
仏陀の本願力に頼って、苦しみと煩悩のない浄土（理想世界）の実現を追い求める大乗仏教の浄土思想は、韓半島に仏教が伝来した三国時代の新羅において非常に盛んとなり、天の父母様の国に対する韓民族の願いの表れとなった。仏教において、未来にこの世に現れ、すべての衆生を救済し、苦しみを終わらせるために最後の救世主になると信じられている仏陀・弥勒仏も、韓国仏教で重要な位置を占めている。様々な歴史的苦難と混乱の中で、韓民族は弥勒仏が現れて世界を救ってくれることを希望してきた。
百済（ペクチェ）時代に創建された金堤（キムヂェ）の金山寺とあわせて、新羅の最初の寺である興輪寺の主仏は弥勒仏だったが、多くの僧侶がこの弥勒仏の前で、大聖（だいしょう）が花郎（ファラン）に化身して世に現れることを祈願した。統一新羅時代の景徳王（けいとくおう、キョンドクワン）のときには、死んだ子供を埋めた地から弥勒石堂が出てくる夢を見たという調信（チョシン）の説話が伝わっている。高麗時代には、弥勒を信奉する法相宗（ほっそうしゅう）を中心に、玄化寺（ヒョナサ）で毎年、弥勒菩薩会と弥陀仏会などが開催された。
朝鮮時代には、肅宗（スクチョン）王のとき、呂還（ヨファン）が「釈迦仏が終わり、弥勒仏が世を治めるようになるだろう」と、大々的に弥勒信仰を広めた。呂還は徒党を組んで謀反を企てたが、計画どおりに雨が降らなかったため、「まだ徳が足りずに天が応じなかった」と嘆いて、謀反を諦めた。
呂還の計画は失敗したものの、暗く不安な社会において、凶年や病気などに苦しんでいた人々にとって、弥勒信仰は新たな希望となった。その後も弥勒仏信仰は多くの人々に慰めと希望を与え、社会的混乱期にはさらに強い信仰の対象となった。このような弥勒信仰は、絶対者を通した救済への願いと、より良い未来を望む心と信仰を基にして、韓民族固有の民族性の形成に影響を与えた。
３－２　君子の国と聖人の理想
古代中国の文献（『山海経』）は、韓民族の特徴として寛大、博愛、礼儀、清廉、自尊心などの君子の徳を挙げている。このような君子の徳は、儒教における聖人の最大の徳である仁（愛）に収斂され、韓民族の根本的な性格を形成している。儒教において聖人は、天命を受け、道徳的完成を成し遂げた人である。伝説の王である堯（ヨ）、舜（スン）、そして儒家思想をつくり上げた孔子、さらにその孔子が理想とした周の文物と制度を整えた文王、武王、周公などが聖人として崇拝されている。最初、彼らは人類文明の創始者、すなわち礼楽（れいがく）と制度を制定した人物として、後には孔子が教えた人間の最高の倫理的価値である仁義道徳の道を具現した理想的な人格者として崇拝された。
昔から韓民族は、儒教の聖人を天のみ意を人間の世界に具現する人物として理解した。代表的な聖人である孔子は、社会の道徳的基礎を築き、天のみ意に従って社会的調和と平和を実現しようとした。このように、君子の国の天稟を持った韓民族は、儒教的な聖人理想を追い求めながら、天の父母様の理想を実現し、道徳的な生活と社会の土台を築こうとした。
３－３　『鄭鑑録』、『格菴遺録』などの預言書
この他にも、韓民族には『鄭鑑録（チョンガムノク）』や『格菴遺録（キョガムユロク）』のような多くの預言書がある。これらの預言書は、混濁した不義なる世界は崩壊し、将来、聖君が現れて世を救い、新しい時代を開くという預言をしている。特に『鄭鑑録』は、朝鮮後期の度重なる争乱と為政者の腐敗、堕落によって混乱した社会状況の中で、民衆に大きな希望と期待を与えた。このような預言は、韓民族を通して天の父母様のみ旨が成就することを待ち望む、深い心性を反映している。
『格菴遺録』は、朝鮮中期の学者である格菴・南師古（ナムサゴ）が書いた預言書で、『鄭鑑録』と同様、未来への預言が記されている。この本は、未来に対する詳細な預言とともに、聖君の出現、世の中の変化などを扱っている。『格菴遺録』は朝鮮社会の不安定な時期に、民衆に対して未来への希望を提供し、天のみ意が実現する日を待ち望む信仰心を刺激した。
３－４　東学と天道教の開闢思想
19世紀半ば、西洋の侵略を受ける中で現れた東学と、その伝統を受け継いだ天道教にも、このような韓民族の、天の父母様の国に対する待望が込められている。東学は19世紀の中頃、崔濟愚（チェ・ヂェウ）が「輔国安民(ほこくあんみん。注：国を助け、民を平安にする)」と「広済蒼生(こうさいそうせい。注：人間をあまねく救う)」の道を求めて修行を始めた後、ハヌルニム（한울님）から無極大道を受けて創始した宗教で、先天時代の運勢が衰え、再び開闢が起こる後天時代の運勢が開かれるという教えと、「侍天主（じてんしゅ）」思想、すなわち、人間とすべての天地万物が「天の主人（ハヌルニム）に侍っているので尊い」という教理を中心として出発した。東学は、天の父母様（天の主人）を人間の心の中にお迎えし、平等と愛を実践することを強調しながら、社会的弱者と民衆から大きな反響を得た。これが東学農民運動につながって、社会改革を追求することになった。東学の教理は、天のみ旨を実現し、新しい時代を待ち望む心をよく反映している。
天道教は、東学農民運動が挫折して日本統治下に入った後、三・一運動の三十三人の民族代表の中で中心的役割を果たした孫秉熙（ソン・ビョンヒ）が東学を発展させて体系化した宗教である。天道教は「侍天主」、「事人如天（サインヨチョン）」などの東学の教理を継承し、「人乃天（人すなわち天）」という宗旨を立てて、個人的には自我完成、社会的には輔国安民、布徳天下（注：布徳は、天道教における伝道を指す言葉）、広済蒼生、地上天国の建設を追求した。
このため、天道教は現代的な思想を取り入れ、抗日独立運動だけでなく、農民運動、女性運動、少年運動などの新文化運動を活発に展開した。天道教は常日頃から、ハヌルニムに精誠を込めて思い告げる「心告」、侍日祈祷、清水儀礼などの生活儀礼の中で、人間が天に侍り、そのみ意に従って生きていくべきであり、これを通して社会的な正義と平和を成し遂げなければならないと教えている。
韓民族の天孫意識を拡張し、すべての人間の尊貴さが回復する後天仙境（こうてんせんきょう）の世界を願った天道教も、やはり天の父母様（天）のみ旨を知り、これを実現するための信仰的努力の一環として理解することができる。このように、天の父母様が願われる新しい世界、真の平和と幸福の理想世界、世界的な道義社会のモデルを提示して待ち望む信仰は、韓民族の歴史と文化の中に、多様なかたちで現れてきた。このような新しい平和世界に対する韓民族の熱望は、いつかは天が準備した人物が韓民族に現れるという信仰と文化的土壌を形成し、平和の理想世界が必ず実現するという信念をつくり上げてきた。
天の父母様に侍る
文化と伝統

常に天の父母様に侍る生活を送ろうとした韓民族の文化と伝統には、倫理的、道徳的な価値が深く根付いた。天の父母様に対する限りない孝情（ヒョヂョン）と貞節の文化は、このような価値を生活の中で実践する伝統となった。
４－１　孝情と先祖恭敬
韓民族の孝情（孝）は、肉親の父母の恩に報いる次元を超え、すべての人が実践すべき人倫の根幹であり、自己存在の根であり、生命の根源を尊く敬う自尊心の根本としての意味を持つ。このような孝情は、両親と家族、隣人を守り、国難を乗り越える原動力になるとともに、家族を中心に社会と国家を支える精神となった。アーノルド・トインビー博士は、一九七三年にロンドンを訪問した韓国の政治家から韓民族の孝の文化について話を聞き、涙を流しながら感動して、「もし人類が別の所に移住しなければならないなら、必ず持っていくべき第一の文化が韓国の孝の文化である」と絶賛した。また、このような孝情が韓民族の基本的な価値であり、精神なので、経済的に急速に成長できるだろうと述べた。
韓民族の孝情は、父母が施した限りない愛に対して、子女が感謝の愛と美を返す表現であり、古代の史料や文献にも、鑑となる孝行談、孝行説話が多く記録されている。天の父母様（天）を恭敬してきた韓民族は、儒教の聖人たちが教えた三綱五倫の第一を孝と考え、常に父母を敬い、尊ぶ孝を実践するために努力した。子女は父母の前で礼儀を備え、言動に気をつけるとともに、父母が与えてくれた生命と身体を大切にし、立身出世して喜びを返そうと努力した。父母が生きている間は、朝夕に父母の様子や寝床を確認するために部屋を訪れ、父母の身体的、経済的、精神的な生活の世話をした。そして、父母が亡くなった後も、三年間、父母の墓のそばで侍墓生活をし、精誠を込めて忌日祭祀を行って、父母と先祖に侍り、偲ぼうとする美しい文化を持っていた。
朝鮮時代の黃喜（ファン・ヒ、1363-1452年）丞相（じょうしょう）は、優れた政治家であり、孝子であった。父母が高齢になると、官職を辞して故郷に戻り、父母を奉養した。父母が亡くなった後は三年間、墓の近くに小屋を建てて侍墓生活をし、孝を尽くした。三年間の侍墓生活は、父母が生きている時に尽くせなかった孝情を実践しようとした、韓民族の伝統であった。
幼い頃、母親を亡くし、盲目の父と一緒に暮らしながら父をこの上なく奉養する沈清（シムチョン）の説話は、韓民族が愛する代表的な物語である。沈清は父親の目を治すために自分の命を捧げて印塘水（インダンス、海）に身を投げ、その後、天を感動させた沈清の孝誠によって、父と娘が再会し、父親の視力も取り戻すことになる。父母を思う子女のこの上ない孝情を強調する物語で、韓民族の孝情がいかに強いかを知ることができる。
先祖を恭敬し、侍墓精誠を尽くすことは、天の父母様のみ旨に従い、先祖の恩恵を記憶して感謝する、重要な文化的伝統である。また、このような孝の実践が、家族間の連帯と社会的連帯を強化する役割も果たしたのである。
４－２　純潔と貞節の文化
韓民族は天を敬い、良心に従って生きようとする純潔と節操の文化を持っている。常に私利私欲を遠ざけ、家庭と社会の秩序を守り、良心を中心とした生活を重要な道徳的価値とした。
純潔と貞節を守ることは、単に個人の徳目であることを超えて、家門の名誉と社会的信頼を維持する重要な要素として認識された。特に女性たちは、純潔と貞節の模範を示し、父母を敬い、賢明で寛容な母として子供たちを立派に育て、天の父母様に侍る韓民族の伝統を守るに当たって、確固たる役割を果たした。
申師任堂（シン・サイムダン、1504-1551年）は朝鮮中期の文人で、彼女の純潔と貞節は韓民族の多くの女性を代表している。申師任堂は学問と芸術に優れた才能を見せたが、特に、絵の中に登場する草と昆虫がまるで生きて動いているかのように見える「草虫図」が知られている。このように優れた才能を持ちながらも、常に謙虚な姿勢で家族と隣人のために生き、良妻賢母として、その教えと徳行を広く知らしめた。申師任堂は、子供たちが読書と学問に精進するように教育した。息子の李珥（イ・イ）が外で遊ぶ時も、山川を学ぶという観点で見つめなければならないと言い、学問的な視点を持つことを教えた。このような影響を受けて、息子の栗谷（ユルゴク）・李珥は朝鮮の代表的な性理学者として成長したのである。
孟母三遷（もうぼさんせん）の教えに出てくる孟子の母と肩を並べる、韓石峯（ハン・ソクポン）の母親は、彼を厳しく教育し、その成功を支えた。彼女は息子のために、貧しい環境でも最善を尽くして教育を受けさせ、このような努力が、韓石峯が朝鮮時代における最高の書家として成長するに当たって大きな影響を与えた。韓石峯の母親は、正しい心構えを説き、子女教育の重要性について身をもって実践した人物として、尊敬されている。
天の父母様に侍る純潔と貞節の伝統は、配偶者に対する貞節を守ろうとした数多くの烈女談、烈夫伝を通じて、脈々と受け継がれている。特に女性たちは、結婚前は体と心を正しく保って純潔を守るために努力し、結婚後は配偶者に対して貞節と信義を貫いた。『春香伝（チュニャンヂョン）』は、韓民族が最も好む物語の一つで、貞節を守った女性たちの生き様が込められている。
官妓（かんぎ）の娘として生まれた春香（チュニャン）は、両班（ヤンバン）の李夢龍（イ・モンニョン）と秘かに結婚するが、その地域の首領として来た卞使道（ピョン・サト）はそれを認めなかった。卞使道は、連絡もよこさない李夢龍を捨てて自分に従うことを強要するが、春香はあらゆる脅迫と拷問にも屈せず、純潔を守り抜く。困難な状況下でも自らの純潔と貞節を守った春香は、やがて科挙に合格して帰ってきた李夢龍と結ばれ、結婚する。このような春香の姿には、天の父母様に侍ることのできる夫婦愛の徳と忠節が込められている。
天の父母様は韓民族に、天と連結された「一つの心」と、神様に侍って暮らす人類の普遍的な「家族関係と家族愛」を下さることを通して、韓国人の心性に、あらゆることを肯定的に受け入れ、いかなる困難もやすやすと克服していける「神明」を形成させた。これにより、いかなる状況においても天に侍る孝情の心情を発展させ、天のみ意に従うことのできる内的基台を準備したのである。
このようにして、韓民族の歴史の中において、神様を父母として侍ることのできる孝の文化、天に侍る家庭文化、天に侍る夫婦の文化、天に侍る子女養育の文化、神様と家族の愛を通して困難を克服し、不可能を可能にする創造力を発現させていく民族性が形成されてきたのである。
選民のアイデンティティを
守ってきた歴史

韓民族は平和を愛する白衣民族の文化を守りながら、外部の侵略に対しては、天の父母様が選んだ民族的アイデンティティと自主性を守るために、全国民が心を一つにして努力してきた。
５－１　平和と純粋を愛する白衣民族
韓民族は昔から、白い服を好んで着ることから「白衣民族」と呼ばれていた。中国の古代史書と記録によると、古くから韓民族は天に祭祀を行い、天の父母様に侍る祭天思想の影響を受けて、太陽の光（光明）に近い白色を崇拝し、白衣を好んで着たという。これは、韓民族が天の父母様の前に祭司長のような立場として準備された民族であったことを示している。韓民族は古来より、節制の美学に基づき、自然そのままの純粋な状態、飾ることのないそのままの白い服を好んで着て、純粋と平和を愛した。天の父母様に侍る信仰を基に、韓民族は平和を重視し、道徳的価値と人類愛を重視した。
韓民族の宗教心と潔癖さは白衣を好む習慣を生み出し、その習慣は韓民族の伝統となった。日本統治下では、このような民族のアイデンティティをなくそうと、白衣を着用した人に行政上の不利益を与えたり、官公署の出入りを禁止したりするなど、強圧的に、韓民族の白衣の伝統を変えようとした。これに対して、かえって民族のアイデンティティを表し、日本に抵抗する象徴として、白衣をより多く着るということも起こった。清潔と潔白、天孫の選民意識、外国勢力への抵抗などの意味が込められた白衣文化は、韓民族の貴重な遺産である。
５－２　民族の自主性を維持、発展させてきた歴史
韓半島は、中国や日本などの周辺諸国から、多くの侵略を受けてきた。韓民族は人を愛してために生きる、優しくて穏やかな性格で、怨讐に仕返しするよりも許すことを美徳としてきた民族だが、国家的な危機の状況では、公義によって心を一つにし、民族の自主性を守るために努力した。
高句麗の名将・乙支文德（ウルチムンドク）将軍は、隋の大軍を退けた薩水大捷（サルスたいしょう、注：大捷とは「大勝利」の意、612年）によってその名が知られている。彼は天の父母様（天）に祈りながら戦争の勝利を祈願し、優れた戦術で隋軍を撃退した。乙支文德の勇猛さと知恵は、高句麗を守るに当たって大きな役割を果たし、その信じる心は後世の軍人たちの鑑となった。
それに先立ち、高句麗の広開土（クァンゲト）大王（374-413年）は外敵に対する防御を強化し、内部の安定と経済発展のために様々な政策を実施して、民族の繁栄を追求した。広開土大王は韓民族の国家が強大であることを重視し、韓民族の自己決定権と自主性を強調して、高句麗の歴史的転換点となるほどの印象的な統治を行った。それにより、高句麗は全盛期を迎えた。
高麗時代の名将であった姜邯贊（カン・カムチャン）将軍も、契丹（きったん）の侵入に立ち向かい、1019年の亀州大捷（クィヂュたいしょう）の際、天の父母様のみ意（摂理的方向）を信じて進み、契丹の大軍を撃退した。彼の戦略的な知恵と勇気は、高麗を守り抜くことに大きく貢献した。
高麗の後期、強大化したモンゴルからの圧迫と干渉を受け、ついには侵略を受けて江華島に都を移すことになった危機の中でも、韓民族は護国を念願して八万大蔵経を作り、抗戦の意志を確固たるものとした。そして、三別抄（さんべつしょう、注：三つの軍隊からなる特殊部隊）などによる激しい抗争を通して、外国勢力から主権を守ろうとしたのである。
朝鮮時代には、壬辰倭乱（イムヂンウェラン、文禄・慶長の役、1592-1598年）で国を守った李舜臣（イ・スンシン）将軍がいる。李舜臣将軍は、壬辰倭乱の際に日本の侵略に対抗して朝鮮を守った英雄で、戦闘に臨むに当たって、天に祈りを捧げた。そのような彼の祈りに応えるかのように、夢に神人が現れて兵法を教えてくれ、彼はその卓越した戦略と勇猛さで、多くの海戦で勝利を収めた。特に鳴梁海戦（めいりょうかいせん）での大勝は、彼の優れた指揮と天の父母様の加護を示すことになった。
５－３　僧兵と義兵の参加
韓民族は選民として、復讐や侵略を好まず、平和を愛する心性を持っていたが、正義のために、あるいは国のためには、喜んで「義なる勇気」を出し、自発的に立ち上がった。高麗時代の三別抄にとどまらず、朝鮮時代の壬辰倭乱の時にも、正規の軍人だけでなく自発的に参加した僧兵や義兵などが多くいた。その中でも、宗教者の西山大師（ソサンテサ）と四溟大師（サミョンテサ）は、「極悪非道な敵徒が天の理に逆らって、数千隻の船で海を渡ってくる」で始まる檄文を送って僧兵を集め、戦いに臨んだ。僧兵たちは天の法度を守るために戦闘に参加し、多くの勝利を収めた。
僧兵以外にも、多くの義兵が外国勢力の侵略に立ち向かって、自発的に立ち上がった。それらの義兵は主に、国難が迫った時、民衆が自ら組織して国を守るために集まったのであるが、彼らの活躍は韓民族の歴史において重要な役割を果たした。特に、壬辰倭乱と丙子（へいし）の乱の時に、義兵の活動が顕著だった。
壬辰倭乱の時は、全国各地で義兵が立ち上がった。「紅衣将軍（こういしょうぐん）」と呼ばれた郭再祐（クァク・チェウ）は、慶尚道の宜寧（ウィリョン）で義兵を集めて日本軍と戦った。彼は紅い服を着て奇襲戦術を活用し、日本軍に大打撃を与えた。全羅道を中心に活動した高敬命（コ・ギョンミョン）は、義兵を組織して日本軍の補給路を遮断し、後方を撹乱する役割を果たした。そのほかにも、金千鎰（キム・チョニル）、趙憲（チョ・ホン）など、多くの義兵将軍が活動した。
義兵は政府や官軍の助けを借りることなく、民衆によって自発的に組織され、地域社会を守ろうとした。自分たちが住んでいた地域だったため、地形をよく把握し、その特性に合う戦術と戦略を活用して、機動性と柔軟性を生かしたゲリラ戦術を展開した。地域住民は彼らを積極的に支援し、食糧と物資を提供した。
僧兵と義兵は、韓民族の自主性とアイデンティティを守るために献身的に戦った。天の父母様が選び、準備された民族と国を、不義なる外部勢力から守るためのこのような公義の犠牲と勇気は、後世まで受け継がれている。
５－４　日本統治下の独立運動
日本統治下の独立運動は、このような民族精神を受け継ぎ、主権を回復するための切実な努力から生み出された。李會榮（イ・フェヨン）、安重根（アン・ヂュングン）、柳寛順（ユ・グァンスン）など、数多くの独立運動家が韓民族の独立と平和のために命を捧げた。
李會榮は名門の家に生まれ、キリスト教を受け入れた敬虔な信仰者であり、日本統治下で活動した独立運動家である。天の父母様のみ意（摂理的方向）に従い、祖国の独立のために献身した。彼は抗日義兵のための資金を後援することから始め、家の奴婢（ぬひ）をすべて平民とし、兄弟と共に満州に移住して、独立運動を積極的に展開した。新興武官学校（シヌンぶかんがっこう）を設立し、独立軍を組織するに当たって大きな役割を果たした。
安重根は、一九〇九年にハルビンで伊藤博文を狙撃し、祖国独立のために戦ったことで知られている。しかし、彼は独立運動家である前に、天の父母様を信じる篤実なカトリック信者で、東洋平和論を執筆するなど、平和の理想とビジョンを持った平和運動家だった。彼は天の父母様が願う平和な世界をつくりたいと思い、祖国の独立と平和のために自らの命を捧げた。
柳寛順は一九一九年の三・一運動の当時、満十六歳の少女であり、万歳運動を主導した末に殉国した。梨花学堂高等部に通っていた彼女は、メソジスト教会の信仰を持ち、天の父母様（神）のみ意に従って生きようとした。強い信仰の力で日本の帝国主義に抵抗し、三・一運動に参加した後は、故郷に戻って万歳運動を主導した。西大門刑務所に収監された後も、刑務所で万歳を唱えながら抵抗した。韓民族の独立のため、純潔の精神で不義に対して勇敢に抵抗した柳寛順の勇気と犠牲は、民族の精神的遺産として受け継がれている。
申采浩（シン・チェホ）は、日本統治下に『朝鮮上古史』を通して韓民族の起源を明らかにし、選民としての主体的な韓国史を整理した。彼は韓民族の古代文化の優秀性と独自性を強調し、韓民族の文化的アイデンティティを維持、発展させていく歴史的土台を築いた。天の父母様は、韓民族が国家的な侵略を受けざるを得ない状況において、韓民族全体が絶対者を中心とする信心によって「一つの心」となり、信仰的、思想的に団結して、「公義の正義」の精神で「韓民族の精神」を守っていくように導かれた。
韓民族の創造性と
優れた心情文化

韓民族は選民として優れた創造性を発揮し、科学的で美しい文化を築き上げた。その独特な文化は、世界的にその価値を認められている。
６－１　天の父母様の心情を込めた独創的な文字体系、ハングル
天の父母様は韓民族に、将来来られる真の父母様が、人類を愛によって救うための天のみ言と心情を伝えることのできる言葉と文章を作らせた。ハングルは、世宗（セヂョン）大王が一四四三年に創製した韓国の独創的な文字体系であり、科学的で体系的な構造を持つ。
当時、中国の漢字が両班と識者層で使用されていたが、世宗大王は文字を知らない民衆を愛する心から、誰でも簡単に読み書きできるようにするために、学びやすく効率的に使える文字を作った。このように、ハングルは人類史上初めて、天の父母様のような心情で王が民衆のために開発した文字であり、ハングルにはすべての民が知識を持つことができるようにするという、愛民精神が込められている。
ハングルは、子音と母音の組み合わせによって様々な音を表現できる音素文字であり、発音器官の形を模して科学的原理に基づいて作られた。また、様々な言語を表記することのできる高い活用性を持ち、天の心情と恨を最もよく表現できる言語である。
６－２　発達した科学技術
韓民族は天文学、印刷術、医学、農業技術など、様々な分野で科学技術を発展させてきた。これは、天の父母様が選んだ民族として、天のみ旨と自然の理を完全に知って悟り、調和の取れた理想的な世界を実現しようと努力した、輝かしい足跡である。
韓民族は天に対する関心が高く、古代から天文学に明るかった。新羅時代に建てられた慶州の瞻星台（チョムソンデ）は、現存する最も古い天文台の一つであり、星と惑星の動きを観測するために造られた。構造と機能が精巧で、当時の発達した天文学の水準を示している。
このように発展した天文学を基に、朝鮮時代の太祖は「天象列次分野之図」を製作した。これは空の星座を正確に記録した図で、千四百六十七個の星が含まれており、農業と行政管理において多くの役割を果たした。その後、世宗大王は天体の位置と動きを正確に観測するために渾天儀（こんてんぎ）を製作した。渾天儀は、地球を中心として宇宙のモデルを見ることができるように製作され、天体の位置と動きを測定して星座、惑星の軌道、日食や月食などを予測した。
このような天文学を基に、時間を測定するための努力も行われた。朝鮮時代の世宗大王の時代に発明された仰釜日晷（こうふにっき）は、北半球の緯度に合わせて設計された、正確な時間測定が可能な日時計であり、韓国の独創的な時間測定の道具であった。自擊漏（じげきろう）は、時間に応じて自動で鐘を鳴らし、時間を知らせる水時計である。自擊漏は水の流れを利用して時間を測定しており、当時の精巧な技術力を示している。このように、天を祀って天文を観測するのは、韓民族が天孫民族であり、世の主人であることを示す、固有の天孫文化であった。
韓民族は知識を愛し、広く知らせようと印刷技術を発展させた。新羅時代までに木版印刷術を発展させ、一冊の本を大量に印刷したが、様々な種類の本を少量だけ製作するには効率が悪く、高麗時代には金属活字印刷術を発明するようになった。特に、高麗時代に仏教が国教として定着すると、仏教の経典を広く普及し、信徒が簡単に仏教の教理を知ることができるように、活版印刷術の開発に力を注いだ。その結果、十二世紀末に金属活字印刷術が発明され、西洋より二百年以上前に『詳定古今礼文（しょうていこきんれいぶん）』を制作したが、残念ながら現存していない。一三七七年に金属活字で印刷された『直指心体要節（ちょくししんたいようせつ）』は、世界に現存する最古の金属活字本として公認された。この本も、グーテンベルクの印刷術に約七十八年先立つものである。このように、西洋より先に高麗時代の金属活字印刷術が発展したきっかけは、当時、宗教的真理として信じていた仏法を広めようとしたことにあった。これは、天の父母様が韓民族を通して真の父母を送り、真の真理を伝える時をあらかじめ示してくださったことを意味する。このように、韓民族は創造性を発現させ、民のための技術を創意的に開発し、民の生活を改善していく文化と制度を築いてきたのである。
６－３　実生活に役立つ農業技術
韓民族は農業を基盤として暮らしながら、民の生活を改善し経済を発展させるため、様々な農業書を出版し、農業技術を発展させてきた。最も代表的な農業書は、『農事直説（のうじちょくせつ）』である。この本は一四二九年、朝鮮の世宗大王時代に鄭招（チョン・チョ）と卞孝文（ピョン・ヒョムン）などが編纂したもので、中国の農業書を参考にしながらも、朝鮮の気候と土壌に合った農業技術を体系的にまとめている。
ほかにも測雨器、水標などによって農業技術を発展させた。測雨器とは降水量を測定する器具で、蔣英實（チャン・ヨンシル）が開発した世界初の降雨量測定装置である。測雨器は一定の大きさの容器で降雨を受け止め、その量を測定する形で作動するもので、これにより、農業に重要な資料を提供することができるようになった。測雨器の発明は、朝鮮が農業の生産性を高める上で重要な役割を果たした。
水標とは河川の水位を測定する器具で、漢江の水位を正確に測定するために開発された。その後、川の水位を記録して洪水のような自然災害を予防し、水資源を効率的に管理するために重要な役割を果たした。技術開発を通して経済発展を図ってきた韓民族の伝統は受け継がれ、現在も技術的な面で世界をリードするまでになった。
６－４　韓民族の美を込めた青磁と白磁
韓民族は、澄んだ青空と純白の精神を陶磁器に込め、日常生活で享受してきた。高麗の青磁は透き通るような青い色合いで有名であり、朝鮮の白磁は純白の美しさが高く評価されている。高麗青磁は、鉄分を含んだ釉薬（ゆうやく）と窯の還元焼成の過程で作られる、透明で澄んだ翡翠色（ひすいいろ）によって美しさを最大限に引き出し、精巧で繊細な紋様を表現した象嵌（ぞうがん）の技法によって、その価値を高めている。朝鮮白磁は、青磁よりもさらにシンプルで優雅な美しさを白色に込めている。高純度の白土を使用して製作される白磁は、端正で控えめな美しさを目指し、質素で上品な生活を追求した朝鮮時代の人々の考え方をうかがい知ることができる。
このような韓民族の様々な文化的遺産は、天を父母として侍り（愛天）、民を愛し（愛人）、ために生きようとしながら、天が共にあることのできる国（愛国）を形成していく心情文化の各側面を示すものであり、韓国人のアイデンティティと誇りを形づくる重要な要素として、今日に至るまで続いている。
独り娘の誕生のための
民族的基台

韓民族は、世界的に影響を及ぼした様々な宗教と思想を歴史的に受容しながら、創造的に発展してきた。このような様々な思想と宗教的伝統は、独り娘と再臨のメシヤの誕生のための、韓民族次元の民族的基台を形成する重要な背景となった。世界的な宗教である仏教、儒教、キリスト教、そして民族宗教などはみな、韓民族の生活と文化に深く根付いており、様々な宗教的指導者が韓民族の精神的・道徳的指導者として大きな役割を果たした。
７－１　韓民族の歴史と共に歩んできた仏教：統合と犠牲の宗教文化の形成
韓民族は、天の父母様に侍る思想と伝統をもって生活してきたため、様々な世界的宗教を積極的に受け入れ、開花した。仏教は三国時代に伝来し、高麗時代に大きく隆盛した後、韓民族を代表する宗教の一つとなり、宗教的求道生活の模範となって、精神的、文化的に多くの影響を与えた。
新羅の学者であった崔致遠(チェ・チウォン、857-908年以降)は、儒教と仏教、道教に対する深い理解をもって儒仏仙の統合思想を提示し、元曉大師（ウォニョテサ）と義湘大師（ウィサンテサ）はそれぞれ、和諍（わじょう）思想と華厳宗（けごんしゅう）を主唱して仏教の統合と体系を整えた。朝鮮時代の西山大師（ソサンテサ）と泗溟大師（サミョンテサ）は国のために僧兵を率いて立ち上がり、日本統治時代の僧侶であった韓龍雲（ハン・ヨンウン）は『仏教維新論』を通して、堕落した韓国仏教を改革し、独立運動をしながら民族のアイデンティティを守るための努力をした。
７－２　道徳的修養と社会秩序を強調した儒教
儒教は朝鮮時代の国家理念として採用され、社会の道徳と秩序を維持する上で重要な役割を果たした。朝鮮建国の設計者と呼ばれる鄭道伝（チョン・ドヂョン、1342-1398年)は、儒教の理念を基に新しい国家の土台を整えた。その後、朝鮮のソンビ（注：学問を習い身につけた人）たちは人格修養に努めながら、同時に家庭的理念に基づいた倫理的な社会を実現しようと努力した。
特に、東方の朱子と呼ばれた李滉（イ・ファン、1501-1570年）は、「理気二元論」と「理発而気隨之（イバルイギスヂ）」の理論を発展させ、性理学の土台を強化する一方で、四端七情論（したんしちじょうろん）を通して人間の本性に対する儒教思想をより深く発展させ、朱子学の理論を基に独創的な性理学の体系を構築した『聖学十図』を通して、それらを集大成した。また、儒教書院を建てて多くの人材を教育しながら、天から与えられた心（ハナ）に集中して心身一体を追求する敬思想により、道徳的修養を強調し、実践して、天の父母様（天）に侍る生活を率先垂範する師表となった。
より現実的で実用的な観点を持っていた李珥（イ・イ、1536-1584年）は、「理気一元論」と「気発而理乗之（キバルイイスンヂ）」の理論によって、気を中心とした性理学を発展させ、『撃蒙要訣（げきもうようけつ）』を著して多くの学生に儒教の基本理念と道徳的修養法を教えた。これは人間が個性完成の道を探し求める宗教的文化を形成した。また、儒教は家庭単位の孝の概念を、社会国家的に拡大していきながら、社会秩序を構築した。
７－３　愛民精神を発展させた実学者たち
朝鮮後期には、より実用的な視点を持ち、韓民族の愛民思想を発展させた実学者が登場した。彼らは民を愛し、民の生活を改善しようと努力した。実学の先駆者である柳馨遠（ユ・ヒョンウォン、1622-1673年）や李瀷（イ・イク、1681-1763年）などは社会を改革するために様々な政策を提案した。特に丁若鏞（チョン・ヤギョン、1762-1836年）は朝鮮後期の西学やキリスト教を受け入れ、主宰天である人格的上帝を道徳的主体として回復させようとした実学の大家である。彼は様々な学問的成果を上げて朝鮮後期の儒教改革思想を主導し、『牧民心書』を著して民の生活の改善に努めた。
実際、このような愛民思想は、弘益人間という建国理念だけでなく、元王朝から木綿の種を持ち込んで民の着る服を改善させた文益漸（ムン・イクチョム、1329-1398年）や、自らの私財を投じて使臣が通れるようにタルレ江に橋を架けた趙漢俊（チョ・ハンヂュン）など、様々な先祖の生き様を通して受け継がれてきたものであった。
７－４　儒・仏・仙の思想の融合と発展
韓民族は儒教と仏教、道教を受容し、その本然の純粋正統性を守ろうとしながらも、一方では互いの調和と一致、和合を追求し、発展させることによって、宗教和合の生活と文化を築いてきた。三国時代に伝来した仏教は、儒教や道教と共に受容され、求道を通して心の自由を追求した韓民族の霊性に影響を与えながら、倫理的理想を社会的に実現しようとした儒教、自然の道と一致した生活を追求した道教と共に、調和の取れた思想的基盤を形成した。
高麗時代には仏教が国教として定着したが、儒教と道教も共存しながら、日常の価値観や文化に影響を与えた。朝鮮時代には儒教が国家理念として採用されたが、仏教や道教の影響も依然として残っていた。政治と関連した葛藤の時期はあったが、韓民族の宗教文化は、一つの宗教が国家理念になっても、他の宗教的価値観を排除したり葛藤したりすることなく、天を中心に調和、融合させる伝統を発展させてきた。
７－５　東学を中心とした民族宗教の隆盛
東学は、このような韓民族のアイデンティティと伝統を継承し、朝鮮後期に伝来した西洋のキリスト教の影響を受けて登場した。崔済愚（チェ・ヂェウ、1824-1864年）は、儒仏仙思想の統合の上で「済世救民」の志を抱き、求道の末に天から無極大道（むきょくだいどう）を授かって、一八六〇年、西学（カトリック教会）に対立する民族固有の信仰を提唱し、「東学」と名付けた。
崔済愚は、天の心とはすなわち人の心であるため、「ハヌルニム（한울님）」、すなわち心に侍り、また人と天地万物を天のように侍るように、という「侍天主（じてんしゅ）」、「天心即人心（てんしんそくじんしん）、吾心即汝心（あしんそくいしん）」の思想を説いた。孫秉熙（ソン・ビョンヒ）は東学を「天道教」に改名し、崔済愚、崔時亨（チェ・シヒョン）の思想を継承して、人とはすなわち天であるため、すべての人が蔑視と差別を受けてはならないという「人乃天（人すなわち天）」の原理を宗旨とした。「人乃天」の原理は、天の心を与えられた人間の尊厳性を強調する地上天国の理念、すなわち、すべての人が人らしく生きる新しい世界を築こうとする理念と、すべての人は平等であるという人権と平等思想を表現するものであった。
このほかにも、羅喆（ナ・チョル、1863-1916年）の大倧教（だいそうきょう）、姜一淳（カン・イルスン、1871-1909年）の甑山教（チュンサンきょう）、少太山・朴重彬（ソテサン・パク・チュンビン、1891-1943年）の圓佛教（えんぶつきょう）など、多くの民族宗教が新たに登場した。このような民族宗教は、韓民族のアイデンティティと伝統を守ろうと努力しながら、韓民族が地上で新たな真の世界を実現するための宗教的運動において中心的な役割を果たすべきであると考え、民族の団結と霊性を強調している。
７－６　韓民族の復興を謳ったインドの詩聖タゴール
インドの詩人であり、ノーベル文学賞受賞者であるタゴール（Rabindranath Tagore）は、天の父母様に侍ってきた韓民族が深い宗教心と文化的伝統の上に復興し、世界を照らす灯火になると予言する詩を書いた。日本統治時代に、希望を失っていた韓民族に独立の希望と未来のビジョンを想起させる力を与えた詩「東方の灯火（The light of the East）」は、独り娘が降臨する日に韓民族がアジアの灯火となり、世界平和の中心になることを予言的に謳っている。
東方の灯火
かつてアジアの黄金時代に
光り輝く灯火の一つだったコリア
その灯火が再び明かりを照らすことを
切に願おう
その灯火が再び明かりを照らせば
その光は全世界を
照らしていくだろう
このように、韓民族は世界史に類を見ないほど様々な宗教と思想が共存し、共生と共栄の価値をより成熟、発展させていく中で、個人、家庭、社会的次元の救い、そして超宗教的な宗教一致と統合の伝統や文化を、民族的次元で造成してきた。これを通して天の父母様は、天が送られた真の父母を中心に、世界のあらゆる宗教が韓民族の宗教的伝統を通して、和合と統一を成就する伝統と基盤を築いてこられたのである。
独り娘の誕生のための
キリスト教の基盤

８－１　ユダヤ民族からキリスト教文明へ
天の父母様は、ご自身が選び立てた選民であるユダヤ民族を通して、（堕落後）四千年間続いた復帰摂理の勝利的基台の上に独り子イエス様を送ったが、摂理的中心人物たちとユダヤ民族が摂理的責任を果たせなかったために、独り娘を送る摂理が挫折し、イエス様は十字架の道を歩むことになった。そのため、イエス様は「また来る」と言われ、また来てイエス様の時に誕生できなかった独り娘を探し、「小羊の婚宴」を行うことが、聖書のヨハネの黙示録に記録されているのである。したがって、天の父母様はイエス様の十字架による死の後、ユダヤ民族から、それに代わるキリスト教を立てて進める摂理へと転換し、独り娘を迎える準備をするようにされたのである。
天は、イエス様の十字架における勝利（霊的救いの完成）と新約聖書のみ言、聖霊を中心とするキリスト教文明を通して独り娘を迎える準備をされた。しかし、カトリック教会を中心とする西欧文明は次第に人間中心の制度に流れ、天の父母様の摂理を悟ることができないまま、イエス様の十字架での愛に基づいて全世界を愛する宣教をすることができず、植民地を抑圧し、支配する文明を立ててしまった。
ヨーロッパのキリスト教文明圏が、堕落した政治権力と結託して天の父母様のみ旨に対する責任を果たせなくなると、天の父母様は独り娘を迎えることができる環境圏をつくるために、宗教改革を通して新しい中心的役割を担うプロテスタント教会を立て、敬虔主義運動を起こされた。一五四三年頃、カルヴァンの『キリスト教綱要』などを通して宗教改革（ジュネーヴ）を起こし、その四百年後である一九四三年、初臨の独り娘が誕生するためのキリスト教の霊的な基台を造成した。
また、16世紀から17世紀にかけて清教徒運動が起こり、形式主義に陥っていた教会を改革する信仰運動を起こした。彼らは、堕落した人間は徹底的な悔い改めを通して罪の赦しを受けなければならず、人間の功績よりもただ信仰によってのみ、神の恩恵によってのみ、救われることができるとした。また、救われた人間であることを証明するために厳格な信仰生活を送りながら、真の信仰を持って敬虔な生活を実践した。彼らは信仰の自由を求めてアメリカに移住した後、聖書に啓示された神のみ意に合致する国をまずつくろうとした。
８－２　キリスト教の霊的覚醒運動と宣教
清教徒の精神は、天に侍ることのできるアメリカを建国する土台となったが、産業革命後、アメリカの世界的な拡張と、産業化による物質文明の発展などで、完全にはアメリカの社会において継承されなかった。このような限界が現れると、天の父母様はこれを克服するため、アメリカで霊的覚醒運動（Awakening Movements）を起こされた。特に一八五〇年から始まった第三次大覚醒運動は、様々な教派が参加して超教派的に起こり、一般信徒がその中心となった。
彼らは重生と聖潔によって教会に献身しながらメシヤの再臨を待つことを強調し、様々な聖霊の役事を経験した。ドワイト・ライマン・ムーディー（Dwight Lyman Moody）は、聖霊体験による回心を強調し、学生がボランティアで海外宣教に出ることを説いた。この運動に影響を受けたアメリカの青年たちが韓国に宣教に行き、韓国のプロテスタント教会の基礎を形成したのである。彼らは聖書無謬説を信じ、再臨の時が近づいたという確信を持っていた。イエス様の再臨と神の国を建設するために献身することを決意した青年宣教師たちは、海外宣教に乗り出した。アンダーウッド（Horace Grant Underwood）、アペンゼラー（Henry Gerhard Appenzeller）、ゲイル（James Scarth Gale）、ロバート・ハーディー(Robert A.Hardie)などの宣教師が、このような霊的なリバイバル運動の熱気を携えて韓国に来たのである。
８－３　宣教師なしで宣教された韓国のキリスト教
韓民族は、天の父母様に侍る思想と文化があったために、世界のどの国にも見られない形でキリスト教の歴史が始まった。カトリック教会とプロテスタント教会の宣教師が宣教をするよりも前に、韓民族自身が自発的にキリスト教を受け入れたのである。
まずカトリック教会は、中国を通して李瀷（イ・イク）と安鼎福（アン・ヂョンボク）などが学問的な観点から西学、または天主学という名のもとに集まって勉強をした基盤の上で、一七八四年に李承薰（イ・スンフン）が李檗（イ・ビョク）の指導に従い中国に行き、最初の洗礼を受けた。宣教師が宣教に行かなかった地域で自発的に宗教を受け入れ、直接洗礼を受けに司祭を訪ねるという、前代未聞の出来事であった。その後、一八四五年に韓国人として初めて上海で司祭の叙階を受けた金大建（キム・デゴン）神父が宣教活動を行ったが、一八四六年に殉教した。朝鮮時代には、カトリック信者が多くの迫害を受けることとなった。特に十九世紀初頭から中盤の辛酉教獄（しんゆうきょうごく、1801）、己亥教獄（きがいきょうごく、1839）、丙午教獄（へいごきょうごく、1846）、丙寅教獄（へいいんきょうごく、1866）などで、多くの信者が殉教した。このような殉教にもかかわらず、天の父母様（神）に対する韓国カトリック信者の信仰はより強固となり、ますます多くの信者がキリスト教の信仰を受け入れていった。
同様に、プロテスタント教会においても、宣教師が韓国に来る前に、まずハングル聖書への翻訳が行われ、福音のみ言が先に伝えられた。一八八四年、アメリカのメソジスト教会の宣教師であるマクレイ（Robert Samuel Maclay）が高宗（コヂョン）から宣教の許可を受けたが、その前に、既に徐相崙（ソ・サンニュン）が満州で長老派教会の宣教師を通して洗礼を受けた後、新約聖書を翻訳して伝道し、一八八三年からソレ教会を設立して礼拝をしていたのである。また、一八八三年に日本でプロテスタント教会に入教した李樹廷（イ・スヂョン）が、マルコによる福音書をハングルに翻訳し、宣教師たちが韓国に入国する前にハングル聖書を持って行くことができるように準備するとともに、アンダーウッドとアペンゼラーなどにハングルを教えることもしたのである。このような基盤の上に、アンダーウッドとアペンゼラーは一八八五年、韓国に到着した。彼らは、自分たちが生きている間に主の再臨が行われることを願って、毎日祈る人々であった。これを通して、韓民族自身が主体的な立場で天の父母様に侍ることのできる基台を造成する中で、再臨のメシヤと独り娘の誕生につながるキリスト教を、積極的に受容したのである。このようにして、天の父母様は準備してこられた韓民族の基台とキリスト教の基盤が統合・連結されるように、摂理を導かれたのである。
８－４　平壌大リバイバル運動と韓民族のペンテコステ聖霊復興
天の父母様は、御自身が育ててこられた選民・韓民族の文化的基台の上に、西洋のキリスト教の勝利的基台を連結された。韓民族は朝鮮王朝の宗教迫害があったにもかかわらず、天の父母様が連結されたキリスト教を積極的に受け入れて、霊的なリバイバル（復興）を起こした。一九〇三年に元山（ウォンサン）で始まった小さなリバイバル運動は平壌（ピョンヤン）に広がり、一九〇七年には平壌の章臺峴（チャンデヒョン）教会で、吉善宙（キル・ソンヂュ）牧師を中心に本格的な大リバイバル運動が起こり、悔い改めと霊的刷新が強調された。これにより、多くの信者が自分の罪を悔い改め、心から聖霊の臨在と生まれ変わりを体験し、新しい信仰生活を始めるようになった。
早朝祈祷会と正午祈祷会、復興会などでの通声祈祷を通して、聖霊の大きな役事が臨んだ。彼らは聖霊の降臨と体験を重要視し、これらに参加した多くの人々が信仰の熱気を経験した。平壌大リバイバル運動を通したこのようなペンテコステの聖霊復興の火は、一九二〇～三〇年代には金益斗（キム・イクドゥ）牧師、李龍道（イ・ヨンド）牧師などを通して、全国的に拡散していった。リバイバル運動は宣教師が伝えたキリスト教を受動的に信じるのではなく、韓民族が主体的に伝道と宣教活動を活発に展開する契機となり、教会は急速に成長していった。
このような大リバイバル運動を導いた吉善宙牧師は平安南道（ピョンアンナムド）の安州（アンヂュ）出身で、一九〇五年に長老として早朝祈祷会を初めて開始し、査經會（サギョンフェ、注：聖書の勉強を通した霊的復興集会）を導きながら信仰復興の土台を築き、一九〇七年には平壌の章臺峴教会でリバイバル運動を主導した後、ソウルまでそのリバイバルの火を伝えた。一九一九年の三・一運動における三十三人の一人として参加するなど、韓民族の覚醒のために働き、固い再臨信仰と「終末」観を通して韓民族に天の父母様の国に対する「天国の希望」を植え付けた。
８－５　民族的な基台
平壌大リバイバル運動を通して、天の父母様の前で自らのすべての罪を告白して悔い改める運動が起こり、日本の迫害と受難を克服し得る強い信仰が生まれるようになった。その後、敬虔な信仰によって再臨の主と出会うために祈祷しながら準備する人々が増え、「小羊の婚宴」の日に備えて、独り娘を迎えることができる民族的な基盤が形成された。
十九世紀末から、日本のキリスト教徒たちは韓半島との活発な交流を通じて、キリスト教を広めるための様々な努力をしてきた。近代日本の偉大なキリスト教福音主義者である内村鑑三は、平壌大リバイバル運動を見て、神は朝鮮を愛し、軍隊や軍艦よりも、能力がもっと強い、聖霊を送ってくださったと証言した。彼は一九一八年一月から一年六カ月間（一九一九年六月まで）、再臨運動を展開した。一九一九年から再臨の兆候が最も鮮明に世界の歴史に表れたのである。そしてキリスト教信仰が韓半島の韓民族に根を下ろして再び日本に伝わるとまで強調し、宗教を西洋に伝えたユダヤ民族のように、朝鮮が再び東洋教化の中心になることを予言したりした。
このような、韓民族史に現れたキリスト教の歴史は、独り娘と再臨のメシヤの誕生のための宗教的基盤と信仰的基台を形成する上で、重要な土台となった。様々なキリスト教的経験と霊的覚醒運動は韓民族の信仰生活に深い影響を与え、新しい救いと希望を期待させるようになったのである。
独り娘の誕生のための
国家と世界的基台

９－１　民族の自主独立と「韓」精神の継承
ユダヤ民族がローマ帝国の統治を受けていた苦難の時代にイエス様が降臨されたように、韓民族も日本による統治で苦しみ、民族的・国家的苦難にある中で、神霊的なキリスト教徒を中心に独り娘と再臨のメシヤの誕生のための内的基台が造成され、独立運動家たちを中心として国家的な外的基台が造成された。
独立運動家たちは、第一次世界大戦が終わり、パリ講和会議でアメリカのウィルソン大統領が「各民族の運命はその民族自ら決定させよう」という民族自決主義を提案したというニュースを聞き、独立の希望を持つようになった。
民族指導者たちは、韓民族の独立の意志を表すために、1919年「大韓独立宣言書(中国、吉林)」、「二・八独立宣言書(日本、東京)」、そして「三・一独立宣言書(ソウル)」という3大独立宣言書を発表した。特に1919年2月、李承晩をはじめとするキリスト教指導者と独立運動家たちは、「大韓独立宣言書」を通じて「韓」のアイデンティティを明らかにした。大韓独立宣言書に示された「韓(ハン)」の精神は、朝鮮末期の高宗（コヂョン）が大韓帝国を宣言し、「我が国は三韓の地であり、国の初めに天命を受けて統合し一つになったので、今、天下の名前を『大韓』と定めることは不可能なことではなく、韓民族の歴史を通じて経験する中で、今日を待った」(高宗実録36巻)としながら「韓」と国号を定めた歴史と、軌を一にしていた。
李承晩と民族指導者たちは「大韓独立宣言書」を通じて、「我が大韓は昔から我が大韓の韓であり、移民族の韓ではない」ことを主張し、「半万年の歴史の内治と外交は韓王韓帝の固有の権限であり、百万方里の高い山と美しい水は韓男韓女の共有財産である」と宣言した。私たちの民族を、十分に自分の国を守り、万邦と和合して世界と共に進みゆく民族として、また、私たちの韓を、完全な韓人の韓として、万邦に知らしめた。これにより、韓民族の正統性は古代から受け継がれてきた「韓」の精神に基づいていることを明らかにした。高宗の「大韓」と「大韓独立宣言書」とにおける「韓」の精神は、一九四八年、李承晩とキリスト教指導者を中心とした大韓民国政府の樹立と、国号を制定することにより、明確につながった。
様々な独立運動家たちが志を一つとし、世界に向かって韓民族の独立の意志を示そうと、一九一九年三月一日、万歳運動を開始した。まず、民族代表の三十三人が署名した独立宣言書が発表され、韓民族の自主独立への熱望を全世界に表明した。独立宣言書は、韓国併合条約の無効と韓民族の自主独立を宣言する内容、ならびに人道主義に基づき、非暴力的かつ平和的な方法で民族自決による自主独立運動をすることを提示している。
その後の三カ月間、全国各地で多数の人々が参加する大規模な万歳運動が起こり、日本の植民地統治に対する強い抵抗を見せた。朝鮮総督府の公式記録によると、一〇六万人が参加し、九百人余りが死亡、四万七千人余りが拘束された。韓民族は一九一九年三月一日、非暴力的な方法で自主独立を宣言し、強圧的支配から脱却するだけでなく、人間本来の道徳的覚醒と平和国家に向けた熱望を具現したのである。三・一運動は韓民族が「平和」と「一つになった民族的公義」を中心とするアイデンティティを取り戻し、文化的自負心を感じる契機となり、これが大韓民国の建国精神として定着するようになった。韓民族の独立運動と三・一運動は、韓国の独立と自主性を実現するための民族的運動を超え、人類全体の統合と平和の神の国を成し遂げる独り娘の誕生という国家的基台を造成し、一九四八年の大韓民国政府樹立につながって、「韓氏王朝」から始まった「韓」の歴史が、独り娘の誕生を中心に新しい歴史を展開していく土台を築き上げた。
９－２　三・一運動と宗教的基台
三・一運動は、宗教者が主導的な立場で参加した運動として、キリスト教、天道教、仏教など、様々な宗教が連合して独立運動に大きく貢献した。最も主導的な役割を担った宗教は、民族宗教である天道教で、代表である孫秉熙（ソン・ビョンヒ）と權東鎭（クォン・ドンヂン）・吳世昌（オ・セチャン）・崔麟（チェ・リン）などの天道教の重鎮が、まず志を一つにした。彼らは平和的な非暴力デモを通じた独立運動の実践方法として、独立宣言書と独立請願書、国権返還要求書などを作成し、挙族的な運動へと拡大するために、キリスト教、仏教など、各宗教団体および儒林（じゅりん、注：儒学者の仲間）を網羅する宗教指導者を、民族代表として擁立することに合意した。
李昇薰（イ・スンフン）などのキリスト教の指導者たちが万歳運動に参加するようになると、教会は独立運動の重要な拠点となった。また、韓龍雲（ハン・ヨンウン）などの仏教の指導者たちが参加するようになり、超宗教的な協力と連合が行われた。民族宗教を中心に、キリスト教と仏教などが参加して出発した三・一運動は全国的に熱気を帯びるようになり、宗教指導者を中心に民族的な統合と和合の希望を示すことになった。
このように、韓民族の国家的な基台の上に、天の父母様に侍るための宗教者たちの一致と和合を通じて、平和な韓民族の熱望と夢が集まり、恒久的な平和共同体のための新しいビジョンを切望しながら、独り娘誕生のための宗教的基盤を強化したのである。
９－３　大韓民国臨時政府樹立
三・一運動の結果、一九一九年四月十一日、中国の上海で大韓民国臨時政府が設立された。これは韓国初の民主共和制政府で、独立運動を組織的に展開し、国際社会で韓国の独立を認めさせるために外交活動を活発に展開した。一九四二年三月一日、大韓民国臨時政府はアメリカ、イギリス、ソ連、中国に政府承認を正式に要請し、四月に中国から正式な承認を受けた。これは、国際社会で独立運動の正当性が認められ、国家として認定を受ける重要な契機となった。
日本統治下で、臨時政府の樹立を通して独立を熱望してきた民衆は、民主的で自由な国家を建設するという目標を明確に持つようになった。そして、臨時政府の樹立は、朝鮮が滅んだ後、国を失った韓国国民に新しい国創建への希望を与え、独立のための闘争の種火となり、天が準備した選民国家としてのアイデンティティを確立する根本となった。また、一九四二年に世界的に公式の認定を受けたことで、一九四三年に独り娘が誕生するための国家的基盤ができた。その後、一九四八年に大韓民国を樹立する政体の根本的な土台が形成されたのである。
９－４　韓民族独立のための世界的な基台
一九四二年一月一日、第二次世界大戦が勃発する中で、二十六カ国がワシントンにおいて、連合国共同宣言に調印した。この宣言は、枢軸国に対抗する共同の戦争目標と、戦後の平和秩序構築のための協力の意志を表明するものであった。平和のための国際社会の協力と団結の重要性が強調され、韓民族をはじめ、植民地支配を受ける国の解放と独立への希望も、現実化し得るものとなった。その後、一九四三年に枢軸国の中心の一つであったイタリアが大敗し、天の側である連合軍の勝利へと傾き始めた。韓国の独立運動家たちはこのような世界的な流れの中で、独立への期待を高めていった。
一九四二年、天が立てた連合国の宣言は、世界的な次元で繰り広げられた戦争の惨状を克服し、戦争による苦難の経験を通して、人類がより良い社会を築いていくための新しい秩序と平和体制をつくるという決意から出発した。そして、世界的に平和と自由を守るための世界次元の連合の必要性を認識し、ナチスやファシズムの抑止を通して持続可能な平和を目指すとともに、人類の平和と統合という共同の目標を持っていることを表明した。このようにして、国家間の境界を超えた人類の統合を目指し、全世界が協力して恒久的な平和社会を実現する熱望を呼び起こすことにより、独り娘誕生の外的な世界的基台が造成された。
一九一九年の三・一運動の後に上海臨時政府の組織がつくられたように、一九四三年には女性独立運動家が五十人以上集まり、上海臨時政府の大韓愛国婦人会を再結成したが、そのほとんどがキリスト教の女性たちであった。天の父母様はこのような世界的な内外の基盤の上に、独り娘の顕現を準備してこられたのである。
９－５　韓国動乱（朝鮮戦争）と国連十六カ国による義なる参戦
独立への国家的基台の上で、第二次世界大戦において連合軍が勝利し、韓半島は一九四五年八月十五日、日本から解放されて、ようやく光復を迎えた。しかし、日本が撤退した代わりに、韓半島には連合国の米ソ両国の軍隊が駐留し、モスクワ三国外相会議において韓半島の信託統治が決定されたために、韓国と北朝鮮は米軍とソ連軍の駐留下で右翼と左翼、反信託と賛信託に分かれ、イデオロギー的に激しく対立した。金九（キム・グ）など多くの民族指導者が統一政府樹立のために努力したが、南北はそれぞれ単独政府を樹立し、分断国家となった。
一九五〇年、金日成主席の北朝鮮政権は韓半島を共産化するために韓国を侵略し、韓国動乱が勃発した。北朝鮮軍が三日間でソウルを占領し、破竹の勢いで南下する中、李承晩大統領はアメリカに支援を要請し、国連軍が参戦することになった。韓国軍と国連軍は洛東江（ナクトンガン）防衛線を構築して最後の決戦を繰り広げ、九月十五日には仁川上陸作戦に成功してソウルを奪還、その勢いで三十八度線を突破して、平壌を経て北に進軍し、十月十三日には興南まで（戦線を）押し上げた。しかし中国の参戦で再び後退せざるを得なかった韓国軍は、三十八度線をめぐる北朝鮮軍との激しい戦いの末、一九五三年七月二十七日に三年余りに及ぶ戦争を中断して、休戦協定を結んだ。
天の父母様を否定する無神論政権から韓国を守り、独り娘が自ら決心して真のお母様の位置に進むまで保護、養育するために、天の父母様が役事され、世界的な次元で国連十六カ国の若者が参戦して、天の父母様の国と独り娘を守るために義なる血を流したのである。
独り娘を迎えるための
啓示と準備

１０－１　日本統治下の神社参拝と信仰基台
日本統治が行われた時期、日本は大東亜共栄圏という政治的スローガンを掲げ、アジア全域に支配地を拡大していった。また、韓国を供給の要として支配を続けた。創氏改名が断行され、神社参拝も奨励され、韓国国民と韓民族の固有のアイデンティティが希薄化されていくように統治した。
一九一〇年の韓国併合条約が結ばれた後、朝鮮総督府は大邱（テグ）や平壌などに十一社の神社を建設した。一九二〇年にはソウルの南山に「朝鮮神宮」と呼ばれる巨大な神社の建設に着工し、一九二五年には完工させて、韓民族の精神と魂を抑圧しようとした。朝鮮神宮の完工後、朝鮮総督府は憲法によって、「すべての宗教は天皇のもとにおいて自由である」と宣言し、神社参拝が義務となった。しかし、有識者たちによる反対が強く起こったため、強圧的にはこれを実行していなかったが、一九三一年からはすべての人々に神社参拝を奨励するようにした。
韓国の篤実なキリスト教徒たちは、神社参拝は異端崇拝であり、民族自決の精神を抑圧する政策であると反発して、これに応じなかった。日本はこのようなキリスト教徒を刑務所に入れて弾圧したため、多くのキリスト教徒が現実に妥協し、神社参拝を受け入れた。しかし、純粋な信仰を堅持したキリスト教徒たちは最後まで拒否をして、収監中に命を落とすなどの受難に遭った。これを避け、山の中や地下に隠れたキリスト教徒たちは、切実に天の父母様（神）に祈りを捧げた。このような信仰を通して、天の父母様に侍る信仰の伝統と正統性を受け継ぐことができたのである。
１０－２　天の啓示と神霊共同体
天の父母様は、祈る者たちに啓示を通して、キリスト教が待ち望んでいた独り娘を送ることのできる特別な基盤を造成された。日本の厳しい支配統治のもと、創造の役事以来、韓民族の中において初めて、神様が主管する「小羊の婚宴」を行うという天の父母様の啓示を受けた神霊的なキリスト教団体が現れた。
韓半島の西側には、女性型の神霊共同体として聖主（ソンヂュ）教の金聖道(キム・ソンド)、腹中（ポクチュン）教の許浩彬(ホ・ホビン、孝彬)、ヤハウェの妻と呼ばれた朴ウルリョンが現れ、東側には男性型の神霊共同体として白南柱(ペク・ナムヂュ)、李龍道(イ・ヨンド)、金百文(キム・ベンムン)などが現れて、キリスト教の神霊的な復興運動を展開した。
神様はこのような神霊共同体を通して、「男性中心の聖霊」運動を超え、実体聖霊・独り娘の誕生を準備する基台を造成してこられた。
１０－３　神霊共同体の精誠の基台を相続した家門
独り娘誕生のための神霊共同体の精誠の基盤は、趙元模（チョ・ウォンモ）女史（注：真のお母様の外祖母）と洪順愛（ホン・スネ）大母様（テモニム）に連結された。特に、洪順愛大母様は十九歳（数え）まで長老派教会に通っていたが、趙元模女史の導きで神霊共同体と縁を持ち、再臨主を迎えるための信仰生活に献身した。
大母様は十九歳（数え）の時、神霊の役事を起こす黄國柱（ファン・グッチュ）伝道師一行に付いて安州から新義州（シンウィヂュ）まで伝道の旅をしていたとき、江界（カンゲ）で「故郷に戻れ」という啓示を受けて、家に帰ってきた。その後、趙元模女史と一九三三年から三年間、李龍道牧師の新イエス教会で信仰生活をしながら、再臨主を迎えるために毎日泣いて悔い改め、祈りを捧げた。また、一九三六年から八年間、金聖道女史が率いる聖主教団に通って敬虔な信仰生活を送り、一九四四年からは四年間、金聖道の使命を受け継いだ許浩彬の腹中教で、再臨主を迎える準備を共にした。
このように、大母様が信仰生活に没頭することができたのは、趙元模女史の積極的な導きと支援があったからである。趙元模女史は新しい時代の教育を受けた、積極的な性格を持つ女性で、当時の家父長制的な社会の雰囲気の中にあっても、洪順愛大母様が家を出て伝道の旅に行くことができるように支えたり、金聖道女史を訪ねるように勧めたりした。また、大母様が聖主教団と腹中教で献身的な信仰生活を送れるように、物心両面で支援した。独り娘・真のお母様の誕生と養育をサポートしたのも、趙元模女史である。キリスト教と神霊共同体において篤実な信仰生活を送ってきた母娘協助の基台の上に、独り娘・真のお母様が誕生することのできる家庭的な基盤が造成され、以後、独り娘・真のお母様を中心とする創造理想完成摂理を勝利していくための土台が築かれた。
１０－４　新イエス教会で出会った洪順愛大母様と韓承運大父様
韓承運（ハン・スンウン）大父様（テブニム）と洪順愛大母様は、新イエス教会で篤実な信仰生活を送っていた時に出会い、一九三四年三月五日、新イエス教会の宣道監（ソンドカム、注：布教管理者）である李浩彬（イ・ホビン）牧師の主礼で結婚式を挙げた。天の父母様は、「小羊の婚宴」の花嫁・独り娘を六千年間準備しながら、最終的に、この家庭に誕生させることを決定されたのである。
韓承運大父様は、キリスト教で敬虔な信仰生活を送る中で、一九三三年、李龍道牧師が新イエス教会を設立する際に共に参加し、中央宣道院の教育局責任者として活動した。男性型の神霊共同体を代表する李龍道牧師、李浩彬牧師などと交流する中で、新イエス教会の教育を任されるほどの深い信仰を持っていた。
大母様と大父様の二人は、新イエス教会で篤実な信仰生活をしながら、天の父母様の導きによって出会い、結婚したため、結婚後も家庭生活より、信仰生活を優先した。当時の慣例どおりであれば、洪順愛大母様は教師であった韓承運大父様に付いて家を出なければならなかったが、大母様は趙元模女史と一緒に暮らしながら、変わることなく、信仰生活に没頭した。韓承運大父様もまた、このような大母様の生活を理解し、尊重しながら、独り娘降臨のための家庭的な基台を準備したのである。
天宙聖婚（小羊の婚宴）と
真の父母の顕現

天の父母様の夢は、アダムとエバが完全に成長し、天の父母様の祝福の中で聖婚式を挙げた後、真の家庭を築いて、人類の真の父母となることであった。しかし、アダムとエバが堕落して、真の家庭実現の夢は延長されることとなった。天の父母様は独り子と独り娘を送り、「小羊の婚宴」を通して天の家庭を再び立てようとされた。二千年前には、復帰摂理の基台の上に独り子・イエス様を送られたが、マリヤ・ヨセフ家庭、ザカリヤ、洗礼ヨハネなどの中心人物が責任を果たせず、ユダヤ民族がイエス様に侍ることができなかったため、独り娘を送ることはできなかった。天の父母様は、イエス様の十字架による死の後、準備した韓民族を選民として立て、二千年の基台の上に独り娘を送ってくださった。また、再臨のメシヤとして文鮮明（ムン・ソンミョン）・真のお父様を召命し、一九六〇年に「小羊の婚宴」を挙げて、真の父母が顕現するようにされた。
１１－１　独り娘の降臨と大韓民国
人類救援のための天の父母様の摂理の基台の上に、一九四三年陰暦一月六日、独り娘、韓鶴子（ハン・ハクヂャ）・真のお母様が平安南道安州に降臨された。真のお母様は、先祖の趙漢俊（チョ・ハンヂュン）が築いた功績と、趙元模女史、洪順愛大母様が篤実な信仰によって聖主教と新イエス教会、腹中教などの神霊共同体で築いた精誠の基台の上に、天の父母様の初臨の独り娘として誕生されたのである。
洪順愛大母様は、韓承運大父様と結婚した後も、再臨の主を迎えるための信仰生活を送ることに全力を尽くし、独り娘降臨のため、信仰的に完全に分別された生活をしながら、天の父母様の娘である独り娘を受胎するための基台を完成させた。このような信仰的な基台の上に、大母様を通して、「宇宙の女王が生まれるだろう」という神様の啓示が下りた。さらに、「主の娘」という啓示、「天の花嫁になる方」という周囲の証しを受ける中で、独り娘・真のお母様は誕生したのである。このようにして天の父母様は、韓民族を選民として選ばれた一つ目の目的を完成された。特に洪順愛大母様は、肉身で生んだ独り娘を乳母のような心情で、神様の娘として完全に分別された信仰的環境で養育し、真のお母様が独り娘としての責任分担を勝利できるように、その摂理的召命を果たした。
独り娘の誕生から二年後の一九四五年、韓半島は連合国によって、突然解放を迎えることになった。天の父母様はこの韓半島に韓民族を形成させて選民として立て、摂理歴史六千年をかけて準備してきながら、一九四三年に独り娘を韓半島に誕生させたのである。天の父母様は、天が準備された独り娘を探し出して迎えることができるように、キリスト教を韓半島に連結された。そのキリスト教は、聖霊復興の基台の上で独り娘を探し出し、天が保護される中で独り娘を迎えることのできる基台を造成する中で、韓半島で初めて立てられた「韓氏王朝」の伝統を継承した「大韓」の国として統合できるように準備されたのである。
朝鮮王朝の滅亡後、新たな国を夢見て全世界に散らばった韓半島の指導者たちは、アメリカとキリスト教を中心とする民主主義国家、ソ連と共産主義を中心とする社会主義国家、単独の民族国家をそれぞれ夢見たが、天の父母様のみ旨を中心とする国家の創建には合意することができなかった。そこで、天の父母様は「韓氏王朝」から始まった「韓」のアイデンティティを受け継いでいけるよう、キリスト教の指導者を中心として一九四八年、韓半島（三十八度線以南）に「大韓民国」を出現させてくださった。国号である「大韓民国」の「民国」は民主主義国家という意味であり、実質的な国号は「韓（ハン）」に決定した。この「韓」は、韓半島の最初の「韓氏王朝」と古朝鮮の伝統を受け継いだ「三韓」を継承したもので、「大韓」には天命を受けて一つ（ハン）の国に統合されるという意味が込められている。このように天の父母様は、独り娘を中心として大韓民国が統合されなければならないというみ意を、国名にはっきりと示されたのである。大韓民国はこのような天の父母様のみ意を、「神様の御加護がある我々の国万歳」、「大韓の人、大韓によって永久に保全しよう」と愛国歌に込め、韓民族を選民として立てた天の父母様のみ旨を継承していく精神を確立したのである。
１１－２　韓国動乱と国連十六カ国の参戦
一九四五年、韓半島は日本の支配から解放されたが、指導者たちが一つになれず、一九四八年に南北に分断された。南北はそれぞれアメリカとソ連の信託統治を受けながら民主主義と共産主義に分かれ、異なる体制の独立政府を構成し、侵略統一をすると公言した。そして遂に一九五〇年六月二十五日、北朝鮮が宣戦布告もせずに三十八度線以南に進撃し、戦争を開始した。それから三年間、韓半島の南端と北端まで戦線が行き来し、全土が破壊された後、休戦となった。韓国動乱は第二次世界大戦後、民主主義と共産主義で対立した世界的な冷戦による葛藤が戦争に発展した代表的な事例であり、国連軍をはじめ、中華人民共和国とソ連まで関与した全面戦争であった。
国連は韓国動乱に対応して国連軍を組織し、合計十六カ国が韓国を支援するために参戦した。国連は安全保障理事会を招集したが、ソ連が参加しなかったことから国連軍の参戦が決まり、七月七日、マッカーサー元帥を総司令官とする国連軍が組織された。国連軍は洛東江（ナクトンガン）の戦線に背水の陣を敷き、仁川上陸作戦を皮切りに大々的な反撃を開始した。国連の十六カ国の参戦は、平和のための国際的協力を象徴する出来事であった。天の父母様は、韓民族を選民として立てながら、六千年を経て摂理を完成できるように誕生させた独り娘・真のお母様を保護するために、十六カ国から成る国連軍を参戦させ、独り娘・真のお母様が天の父母様の保護の中で成長できるようにされた。
１１－３　天の保護の中、中断なき絶対信仰の生活
真のお母様は、再臨主と出会うために篤実な信仰生活をする家庭で誕生された後、天の側として聖別された環境の中で成長された。（韓半島が）一九四五年に解放された後、北朝鮮では共産政権が誕生し、宗教弾圧が激しくなった。多くの人々がこれを避けて南下したが、絶対信仰の基準で信仰生活を続けていた趙元模女史と大母様は、十一日間、刑務所に拘禁されることになった。その後、真のお母様が成長して、自ら決心し、進んでいくように保護するため、一九四八年、天の父母様は三代にわたる一人娘が、北朝鮮の共産政権から逃れて南下するように導かれた。その過程で、共産軍と韓国軍の脅威を受けるなど、一触即発の危機的状況にも遭遇した。険しい南下の旅の途中でも、趙元模女史と大母様、真のお母様は、天の父母様に向かって路上で三拝の敬拝を捧げることを欠かさなかった。
天の父母様は、真のお母様が無事に南下してソウルの叔父に会えるように導いてくださり、一九五〇年の韓国動乱中も、ソウルから全羅道に避難して再びソウルに戻るまでの道のりを守ってくださった。真のお母様は一・四後退（注：国連軍が一九五〇年十一月から一九五一年一月にかけて、ソウル以南の地域まで撤収したこと）の際、ソウルから大邱に、大邱から済州に避難して生活をし、生食をする大母様と共に、厳しく絶対的な信仰生活を送られた。その後は、春川（チュンチョン）に定着された。真のお母様は、凄絶な韓国動乱の惨状を身に沁みて体恤し、顧みられながら、これ以上、人類が冷戦と分断、戦争の苦しみを経験することなく、平和と愛に満ちた世界を築くことができるように願い、天の父母様の創造理想が成就するように祈祷された。
１１－４　独り娘としての責任分担勝利
真のお母様は、天の父母様が共にいらっしゃる中、独り娘誕生のための世界的基台、国家的基台、民族的基台、氏族的基台、家庭的基台の勝利の上に立ち、幼い頃、趙元模女史と大母様から受けた「神様が、お前の父親である」という言葉を中心として信仰生活をする中で、神様と一問一答し、天の導かれるとおりに成長された。そして、独り娘として誕生し、創造原理における第一祝福を完成する「純潔と貞節」の個人的責任分担の完成を勝利された。そして遂に、一九五九年の秋が終わる頃、天の父母様が真のお母様の夢に直接現れて、「私はアルパでありオメガである。創世以前から、宇宙の母を待っていた」と語られ、独り娘として責任分担を完成された真のお母様を、「小羊の婚宴」の花嫁として決定された。これにより、韓民族を選民として立てて役事された神様は、その選民を選ばれた二つ目の目的を完成されたのである。
１１－５　「小羊の婚宴」と真の父母の顕現
「小羊の婚宴」は聖書（ヨハネの黙示録）に、再臨のメシヤが来て人類を救う祝宴として記録されている。「小羊の婚宴」とは、天の父母様の血統の絆を中心として真の夫婦が結婚し、人類の真の父母となる儀式であり、真の父母様の聖婚式を意味している。
真のお母様は幼少期から、天の花嫁になるという啓示を受け、趙元模女史と洪順愛大母様のこの上ない信仰生活の中で、家庭的な基台を準備してきた。神様を自分の父親と思いながら、絶対信仰と絶対服従、絶対愛の生活に自然と慣れていく中で、聖婚式が近づいてきたという啓示を受け、無我の境地で祈祷をされた。
一九六〇年二月二十六日、独り娘・真のお母様は、再臨のメシヤ・真のお父様と対面された。再臨メシヤ・真のお父様は、十六歳（数え）の時にイエス様から召命を受けた後、再臨のメシヤとして、ヨハネの黙示録に記録された「小羊の婚宴」を勝利するとともに、再臨の目的である独り娘を迎えるために、キリスト教と国家的な基盤を造成する責任を完成してこられた。真のお母様は、天が準備された韓民族の中から独り娘として誕生し、天の父母様から「小羊の婚宴」の花嫁として印を押され、自ら決断して、「小羊の婚宴」に出ることを決心された。その後、四月十一日（天暦三月十六日）に、歴史的な真の父母様の聖婚式が挙行された。これを通して、天の父母様は韓民族を選民として立てた完成期的目的を完成させ、天の父母様の創造理想を実現されたのである。
１１－６　聖婚式の摂理的意義
聖婚式は、ヨハネの黙示録に預言された「小羊の婚宴」の成就として、創造本然のアダムとエバが真の父母として顕現した歴史的な日であった。天の父母様の創造理想は、アダムとエバが完全に成長し、天の父母様の祝福の中で聖婚式を挙げた後、真の父母となり、真の家庭を築くことであった。しかし、アダムとエバが堕落して、真の家庭を実現する夢は延長されることとなった。それゆえに天の父母様の救援摂理とは、独り子と独り娘が「小羊の婚宴」を通して天の家庭を再び立て、人類を天の父母様の子女として復帰することである。二千年前、イエス様は天が準備した花嫁を探し出し、聖婚して真の父母となるべきであったが、そのみ旨が成し遂げられず、再臨することになった。天の父母様が独り娘を送り、再臨のメシヤと聖婚して、「小羊の婚宴」をするようにされたのである。
真の父母様の聖婚式は人類史上、前人未踏の完成期摂理に入る歴史的瞬間であり、旧約と新約の摂理を終結させて成約時代を出発する場であった。さらに、天の父母様を中心として、真の父母様がこの地に天の血統を定着させ、創造理想である真の父母理想の完成時代を開くという意味を持つ。天の父母様と人間が父母と子女の関係に復帰される道が開かれ、天の父母様を中心とする新しい愛と血統が地上に安着するようになり、救援摂理史の歴史的な転換点を迎えて、創造本然の新天新地が開かれるようになったのである。
天地人真の父母様を
お迎えするための摂理

１２－１　祝福を通した人類救援の道
聖婚式後、真の父母様は人類の真の父母の立場で、人類を重生させて救うための祝福結婚の道を開かれた。祝福結婚は、人類を天の父母様の真の血統を受けた子女に転換する、超人種、超宗教、超国家次元の大役事であり、人類史における革命的な出来事であった。堕落人間にとって原罪の清算は、天の父母様を中心として聖婚し、顕現された真の父母様だけができる重生の儀式であり、最も大きな祝福、恩賜である。天の父母様を中心として男性と女性が祝福結婚をし、真の家庭を築いて、堕落とは関係のない無原罪の子女を生み殖やせば、理想的な家庭を築くようになる。
一九六〇年の三双合同祝福結婚式と一九六一年の三十三双合同祝福結婚式を皮切りに、二〇〇〇年の四億双一次国際合同祝福結婚式、二〇〇一年の四億双二次国際合同祝福結婚式、六十双世界宗教指導者祝福結婚式、霊界祝福式など、真の父母様が主管された祝福結婚を通して、国家と人種、宗教の壁を取り払い、全人類が「天の父母様のもとの人類一家族」を実現できるようになった。
１２－２　真の父母様の生涯路程と救援摂理
真の父母様は天の父母様の実体対象として勝利され、家庭的な四位基台を完成された。そして、天の父母様の理想に従って真の愛、真の生命、真の血統を地上に定着させ、家庭、氏族、民族、国家、世界まで拡張する条件を立てながら、天の父母様を中心とする平和理想の土台を築かれた。真の父母様は復帰摂理の進展に伴い、各時期に合う蕩減条件を立てて勝利し、サタンが侵犯できないよう、それに相応する宣布式を挙行された。
１２－３　アメリカを中心とする世界救援摂理
真の父母様は一九七一年、アメリカに世界宣教本部を移した後、四十年以上にわたってアメリカを中心に、キリスト教圏を中心とする平和運動と真の家庭運動を展開された。一九七〇年代、真の父母様は「アメリカを救いにきた消防士であり、医師」として、天の父母様を中心とする国家を建てようとしたアメリカの建国精神に立ち返らせるため、努力された。まず、共産主義を根絶するために勝共運動を展開し、民主主義世界を結集させ、原理のみ言で青年たちを教育して、キリスト教の使命を代わりに果たすため、宗教和合に尽力された。一九七四年にはニューヨークのマディソン・スクエア・ガーデン、一九七六年にはニューヨークのヤンキー・スタジアム、ワシントン・モニュメントなどで記念碑的な大会を挙行し、共産主義の終焉のために決定的な貢献をされた。このようにして、天地人真の父母様はアメリカを中心とする世界宣教と救援の土台を築き、以後、天宙史的な勝利の基盤を堅固に打ち立てられた。
１２－４　冷戦終結と平和統一運動
真の父母様は、世界の平和にとって最大の脅威とは、天の父母様を否定する共産主義であるとされ、韓国と日本、アメリカを中心に勝共活動を大々的に展開された。そうして、遂に世界のカイン型の代表であるソ連のゴルバチョフ大統領と、サタン側の世界の再臨主型人物である北朝鮮の金日成主席に会い、真の愛の力で勝利された基盤の上で、平和の扉を開いてくださった。以後、天の父母様が願われる韓半島の統一をはじめ、平和世界を成し遂げるための統一運動を展開して、天の父母様を中心とする神統一世界のための平和運動を展開していらっしゃる。
１２－５　天一国開門と天一国安着宣布
真の父母様は、生涯を通して天の父母様の恨を解放し、人類の救援、恒久的な平和理想世界の完成のために、長い道のりを歩まれてきた。特に二〇〇一年に「神様王権即位式」を宣布された後、十二年間、「天宙平和統一国（天一国）」創建のために総力を挙げられた。二〇〇三年に天地父母天一国開門祝福聖婚式、天宙天地父母平和統一祝福家庭王即位式、二〇〇六年に天正宮博物館入宮・天宙平和の王戴冠式、二〇〇九年に万王の王神様解放権戴冠式の摂理を勝利され、天の父母様に侍ることのできる主権と国民、国土を準備された。そして、二〇一〇年に天地人真の父母定着実体み言宣布天宙大会を開き、真の父母様が天の父母様と一つになって、実体み言として定着したことを天宙に公表された。
このような勝利的基台の上で、真の父母様は天宙的な次元で「真の父母の使命勝利完成」を公表された。二〇一二年、真のお父様の天宙聖和後、独り娘・真のお母様は天地人真の父母様の実体として「中断のない前進」を宣布され、二〇一三年には基元節の宣布を通して天一国を堂々と開門し、実体天一国安着完成摂理を率いてこられた。
六千年を経て、初臨の独り娘として顕現された真のお母様は、天一国開門後、中断のない前進をされながら、失われた天の父母様の名前をはっきりと公表するとともに、三大経典の編纂、天一国憲法（教会法）の制定など、天一国の伝統と正統性を確立するための土台を整えてくださった。また、圓母平愛奨学苑と天宙平和士官学校を通して天一国安着のための未来人材を育成するとともに、真の父母様を絶対的に中心とする真の家庭三代圏の安着のために、あらゆる精誠と心血を注がれた。さらに、真の父母様の平和思想を世に示し、未来の平和を築く活動を世界的に拡散するため、鮮鶴（ソナク）平和賞を制定して表彰を行われた。
特に独り娘・真のお母様は、砂嵐が吹くような、言い表すことのできない苦難の摂理の環境の中、独り、針一本を探す心情で、七つの国と大陸、七つの宗教団体を復帰する摂理をついに勝利され、天の父母様に奉献された。
このような勝利の路程の上で、二〇二〇年の基元節七周年を迎え、真のお母様は神様が地上に天の父母様として安着される天一国安着摂理の勝利を天宙に公表し、全人類を子女として抱き、霊界まで包括する天の父母様聖会の大きな傘を広げられた。天の父母様聖会を通して、これまで隠され、その実体を完全には現すことのできなかった天の父母様の完全性を、実体的に全宇宙に現されたのである。
１２－６　天寶家庭入籍と伝統相続
真のお母様は霊界の真のお父様と、天地人真の父母として一体圏摂理時代を経綸しながら、すべての祝福家庭が人類を代表して孝情を伝授され、真の父母様の勝利圏を相続した天寶家庭として入籍できる、大きな祝福を下さった。天の父母様のみ旨のために生きてこられた真の父母様を愛し、人類の前に誇る祝福家庭となり、真の父母様に似た者となることができるように、真の父母様の伝統を相続してくださったのである。天寶家庭は、天の父母様が夢見られた本然の純粋、純潔な家庭であり、天一国の真の民といえる。すべての祝福家庭が天寶に登載され、責任を果たす家庭として真の父母様の勝利圏を相続した立場で、代を継ぎながら、永遠に尊敬と愛を受ける名門家庭となるように祝福してくださったのである。
１２－７　天心修行とピュアウォーターの産室、天心苑の摂理
真の父母様は天一国安着勝利のため、天地人真の父母様の勝利圏と徹夜精誠の土台の上で、二〇二〇年、天寶祝祭の祝勝会においてHJ天宙天寶修錬苑の「情心苑（ヂョンシムウォン）」を「天心苑（チョンシムウォン）」と改名してくださった。そして、ここを世界の精誠の中心本部、天一国の精誠と霊的摂理の本殿、天一国指導者と祝福家庭の霊性啓発の本殿として祝福してくださった。天心苑は、祝福家庭が天の父母様の心情、すなわち天心と共鳴することができ、精誠と祈祷で自ら浄化して癒やされ、天心を回復できる霊的な産室である。また、地上の実体聖霊である真のお母様が役事し、霊界の真のお父様が役事される天心苑の徹夜祈祷と霊性修錬、教育などを通して、ピュアウォーターとして天の心情と通じることのできる純粋で純潔な人材を真の父母様が直接育成し、天一国の民を愛で主管するとともに、天一国の環境圏を広げていらっしゃるのである。
天の父母様に侍る
神統一世界

１３－１　天苑宮入宮の意味
天苑宮は、天の父母様の住まわれる天一聖殿があり、天地人真の父母様が全世界の人類を直接治める天一国における中央庁として、天の父母様に直接侍って暮らす直接主管圏の時代が開かれる出発点となる。天苑宮は、六千年を経て訪れた新創造時代に、地上で勝利された真の父母様が、天の父母様を地上にお迎えして侍るために直接建築し、奉献された天の父母様の家であり、聖殿である。
人類史上初めて、天の父母様を地上にお迎えして執り行われる天苑宮・天一聖殿入宮式は、二〇二五年に挙行される。入宮式が挙行されれば、創造の以前から人間と一つになって共に暮らしたいと願われた天の父母様の夢が、遂に実現する。創造以前の夜の無形の神様が、真の父母様の体をまとって昼の有形の天の父母様として顕現し、天一聖殿に入宮されるのであり、その後は千年、万年、子女である人間と共に暮らして、地上世界を直接治めるようになる。天の父母様が、勝利された真の父母様と、再創造された人類と一つになって地上天国の生活をし、永遠なる天上天国で生活しようとされた創造の青写真が実現するのである。このように、天苑宮は天の摂理のアルパであり、オメガとして、天宙の実体的な中心位置となり、実質的に神統一韓国と神統一世界へと向かう霊的、地理的な出発点となる。
１３－２　天の父母様のもとの人類一家族理想完成
天の父母様はアダムとエバを創造され、全人類が天の父母様に侍る兄弟姉妹であり、同じ家族として、平和で幸せに暮らすことを願われた。天の父母様と血統がつながり、神人愛一体を成し遂げた心情文化世界は、真の愛によって互いの心情が通じ合う世界である。すなわち、天の父母様に対する孝情によって、国家と人種、宗教と文化の障壁がなく、皆が互いのために生き、真の愛を授け受けして喜びながら、一つの文化として和合する世界となるのである。天の父母様が願う人類一家族の理想は、戦争がなく、紛争と葛藤がない超人種、超民族、超国家などにより構成された一つの世界、地上天国と天上天国だと言える。
このような理想に向かって、祝福家庭は、天の父母様のみ旨を世界に広く知らせるために努力する神氏族メシヤ、天地人真の父母様の代身者として、氏族のモデル的理想家庭となり、氏族と国を導いていく天寶家庭にならなければならない。また、地域基盤を通して真の父母様の真の愛を伝え、真の家庭理想を実現することのできる天一国実体化の基盤を造成しなければならない。
１３－３　天苑宮を中心とするアベル国連摂理の完成
真の父母様は、平和の世界をつくるためには、政治の力だけでは難しいため、宗教が共になければならないと考えられた。一九四五年に発足した国連は、平和な世界を実現するために様々な活動をしてきたが、強大国が自国の利益を前面に出すことで、平和世界を成し遂げるための本来の任務を遂行するに当たって限界を露呈している。国連が、国家の障壁を越えて世界の平和を優先すべきなのに、自国の利益優先主義に陥り、本来の機能を喪失しているという限界を克服するために、真の父母様は二〇〇〇年八月十八日、国連本部でアベル国連の創設を提案された。
この提案は、現在の国連を下院の立場に立て、宗教指導者が中心となる宗教国連がアベル国連として上院の立場に立つという構想であった。国連に宗教指導者たちが参加し、国家中心の国連の運営体制を補完しようというものだった。二〇〇三年にはアベル国連本部を韓半島の板門店に設置することを提案したのに続いて、同年十月には国境線撤廃を宣言し、二〇〇七年九月二十三日にはアベル国連創設大会を開催した。
真の父母様は二〇〇五年、新たな国連の構想を実現するために「天宙平和連合（UPF）」を創設し、天の父母様が願われる世界の実現に向かって全世界的、全方位的に努力してこられた。天苑宮は、天の父母様を中心として、宗教者たちと義人たちが神統一世界の実現のために志を一つにし、協力し合うようにするアベル国連の中央庁の役割をする場所であり、アベル国連の摂理を完成させるだろう。これにより、勝利した天地人真の父母様を通して、天の父母様の絶対主権が実体的に安着し、神の国の実体的な統治時代が始まるのである。
１３－４　全世界と天宙の中心であり、本郷である天苑団地
真の父母様は一九六〇年代から、人種と文化、宗教と国境を超越して、世界の人々が共に集まって暮らす天一国共同体のモデルを立てるために、京畿道加平郡にある清平湖一帯を中心として、多くの精誠を注いでこられた。真のお母様は天苑宮を中心として、清平を本然のエデンの園、理想共同体のモデルとして立てようと、天苑団地開発プロジェクトを推進していらっしゃる。
天苑団地は、天の父母様の真の愛を受けた選民である韓民族が暮らす韓半島の中心として、全人類が同じ兄弟姉妹として生きる理想共同体の原型となるだろう。天苑団地を中心として、天の父母様の愛と祝福が韓民族に伝わり、韓民族を中心として、天の父母様に対する孝情が全世界に伝わる平和の理想が実現されるだろう。
１３－５　神統一韓国を通した神統一世界開門
韓民族は、歴史の黎明期から、天の父母様の夢を成就するために選ばれ、準備された民族であり、苦難の中でも選民のアイデンティティを守ってきた。善良で義なる心性、平和を愛する心で、初臨の独り娘と再臨のメシヤが天宙的聖婚を通して、真の父母様として顕現することのできる民族的基台を造成した。また、韓民族が建てた韓国は、真の父母が来られた国として、天の父母様を中心に南北が一つになる神統一韓国を成し遂げ、ユダヤ民族とキリスト教が夢見てきたカナンの福地、すべての人類の福の根源、本郷として、神統一世界の永遠なる中心軸となるだろう。ために生き、さらにために生きる真の愛の心情文化、孝情文化の発祥地となり、求心点として輝くであろう。
アルパでありオメガである創造主・天の父母様のみ意が初めて成就する場所であり、すべての文明と歴史の最後の終着地、太平洋文明圏の中心である韓半島！　韓民族の地で天の父母様の祖国光復を迎え、天の父母様の国、天の父母様の世界が新たに出発する歴史的な新基元が開かれるだろう！　独り娘の誕生のために準備され、独り娘が顕現することゆえに選民として立てられたこの韓半島！　六千年間、待ってきた末に、天が準備した独り娘を迎え、天地人真の父母様を通して生まれ変わり、この地で天の父母様に侍って生きることができるようになった人類は、希望と喜び、歓喜で、エデンの園において天の父母様が夢見られた創造本然の新しい時代を謳歌するだろう！
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参戦した22カ国と韓国の国旗、国連旗が常に掲げられている釜山の国連記念公園
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神社参拝の拒否により平壌刑務所で獄中生活をした後、
出所したキリスト教の指導者たち（1945.8.17）

イエス教会の元山礼拝堂
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再臨のメシヤ、文鮮明先生

独り娘の韓半島降臨の啓示を受けて描かれた天舞図

アメリカ海軍の上陸を指揮する「USSマウントマッキンリー」から
仁川砲撃を観察するマッカーサー国連軍総司令官

学生時代の韓鶴子総裁と外祖母の趙元模女史

六千年を経て韓半島に降臨した初臨の独り娘

文鮮明・韓鶴子総裁の「小羊の婚宴」（1960.4.11）

文鮮明・韓鶴子総裁の聖婚式
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ソウルの蚕室オリンピック主競技場で開かれた
36万双国際合同祝福結婚式（1995.8.25）

アメリカ建国200周年記念行事の一環として開かれた
ワシントン・モニュメント大会に集った30万人の群衆（1976.9.18）

新しい歴史の始まりである「天一国基元節」を宣布する
韓鶴子総裁（2013.2.22）

第１回鮮鶴平和賞表彰式（2015.8.28）

ブラジル・サンパウロで開かれた中南米希望前進大会2018（2018.8.5）

神氏族メシヤの殿堂である天寶苑奉献式（2019.2.17）

HJ天宙天寶修錬苑で開かれた第1000回天心苑徹夜精誠特別祈祷会（2024.3.22）
13

天苑宮の鳥瞰図


天宙平和連合（UPF）創設大会（2005.9.12）

天宙平和連合祖国郷土還元120カ国大阪大会（2006.5.17）

天一国共同体のモデルである天苑団地

平和理想世界実現への旅路
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